
中
国
国
民
経
済
の
発
展
過
程
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
工
・
農
業
関
係
の
発
展
を
中
心
と
し
て

松
　
野

昭
　
　
一
一

一二三四五六

は
　
し
　
が
　
き

因
民
経
済
復
興
期
に
お
げ
る
工
農
業
生
産
の
回
復
と
発
展

第
一
次
五
カ
年
計
画
期
に
お
け
る
工
農
業
関
係

一
九
五
八
年
以
降
の
工
農
業
関
係
の
新
内
容
（
以
上
、
第
十
一
巻
第
四
昇
一
所
載
）

工
農
業
関
係
の
新
段
階
と
「
工
農
業
同
時
発
展
の
方
針
」
　
（
以
下
、
本
号
所
載
）

「
農
業
は
国
民
経
済
の
基
礎
で
あ
る
」
論
の
内
容
と
初
歩
的
吟
味

工
農
業
関
係
の
新
段
階
と
「
工
農
業
同
時
発
展
の
方
針
」

　
１
　
工
農
業
関
係
の
新
し
い
段
階
の
到
来
に
つ
れ
て
、
農
業
生
産
の
相
対
的
な
た
ち
お
く
れ
が
国
民
経
済
ぜ
ん
た
い
の
発
展
テ
ソ

ポ
を
直
接
き
び
し
く
左
右
す
る
こ
と
が
、
一
〇
数
年
ら
い
の
杜
会
主
義
建
設
．
経
済
発
展
の
過
程
で
ま
す
ま
す
明
白
に
な
っ
て
き
た

こ
と
は
・
撲
業
発
展
の
た
め
の
一
連
の
政
策
を
す
で
に
到
達
し
た
杜
会
主
義
工
業
化
の
水
準
を
基
礎
と
し
て
い
っ
そ
う
具
体
化
す
る

直
接
の
契
機
で
あ
っ
た
。

　
二
九
五
六
年
か
ら
一
九
六
七
年
に
い
た
る
全
国
農
業
発
展
要
綱
（
草
案
）
」
（
中
国
共
産
党
中
央
政
治
局
提
案
、
一
九
五
六
年
一
月
）
は
、

　
　
　
巾
閏
同
Ｎ
維
済
の
発
展
過
秘
Ｈ
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
　
（
九
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
．
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
　
（
九
六
）

　
「
全
国
に
わ
た
る
農
業
協
同
化
の
た
か
ま
り
は
、
全
国
の
農
業
生
産
の
た
か
ま
り
を
ひ
き
お
こ
し
、
さ
ら
に
転
じ
て
、
国
民
経
済
ぜ

ん
た
い
と
科
学
．
文
化
・
教
育
・
衛
生
な
ど
の
諸
事
業
の
新
し
い
た
か
ま
り
を
う
な
が
し
て
い
る
」
と
い
う
情
勢
判
断
に
た
っ
て
、

二
一
ヵ
年
の
長
期
に
お
よ
ぶ
農
業
生
産
発
展
の
目
標
を
定
め
る
と
と
も
に
目
標
達
成
の
た
め
の
具
体
的
な
政
策
と
措
置
を
あ
ま
す
と

　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

こ
ろ
な
く
　
建
国
い
ら
い
の
農
業
発
展
の
諸
経
験
を
基
礎
と
し
て
規
定
し
た
最
初
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
　
「
全
国
農
業
発
展

要
綱
（
草
案
）
」
の
提
出
の
あ
と
を
う
け
て
、
同
年
四
月
、
中
国
共
産
党
中
央
政
治
局
拡
大
会
議
に
お
い
て
、
毛
沢
東
は
「
十
大
関
係

に
つ
い
て
の
報
告
」
を
お
こ
な
い
、
　
「
多
く
、
は
や
く
、
立
派
に
、
む
だ
な
く
杜
会
主
義
を
建
設
す
る
」
た
め
の
一
連
の
重
大
な
政

策
を
規
定
し
た
と
い
わ
れ
る
。
毛
沢
東
は
こ
の
報
告
に
お
い
て
、
四
　
工
業
と
農
業
、
重
工
業
と
軽
工
業
の
関
係
、
四
　
沿
海
工
業

と
内
陸
工
業
の
関
係
、
ゆ
　
経
済
建
設
と
国
防
建
設
の
関
係
、
ゆ
　
国
家
・
協
同
組
合
と
個
人
の
関
係
、
働
　
中
央
と
地
方
の
関

係
、
働
　
漢
民
族
と
少
数
民
族
の
関
係
、
¢
つ
　
党
と
党
外
の
関
係
、
　
働
　
革
命
と
反
革
命
の
関
係
、
ゆ
　
党
内
外
の
是
非
関
係
、

¢
ｏ
　
国
際
関
係
、
と
い
う
諸
関
係
に
た
い
す
る
正
確
な
認
識
に
た
っ
て
杜
会
主
義
建
設
の
基
本
方
針
を
確
立
す
る
必
要
を
力
説
し
た

の
で
あ
る
。
み
ぎ
の
う
ち
、
ｏ
と
＠
は
、
　
「
重
工
業
の
優
先
的
な
発
展
を
条
件
と
し
て
、
工
業
と
農
業
を
同
時
に
発
展
さ
せ
る
原

則
、
お
よ
び
中
央
集
権
と
地
方
分
権
を
相
互
に
結
合
さ
せ
る
原
則
」
を
提
起
し
た
も
の
で
あ
り
、
四
と
倒
は
、
　
「
沿
海
工
業
地
帯
を

十
分
に
利
用
し
、
資
金
を
経
済
面
に
集
中
す
べ
き
こ
と
」
を
提
起
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ゆ
は
、
　
「
個
人
と
集
団
、
局
部
と

全
体
、
消
費
と
蓄
秩
の
関
係
を
正
し
く
処
堆
す
べ
き
こ
と
」
を
提
起
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
他
の
諮
項
目
は
い
ず
れ
も
、
人
民
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

部
の
矛
盾
を
正
し
く
処
理
す
る
と
い
う
閉
題
が
今
後
の
主
要
間
題
で
あ
る
と
指
摘
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
の
報
告
」
に
お
い
て
毛
沢
東
が
提
起
し
た
「
重
工
業
の
優
先
的
発
雌
を
条
件
と
す
る
、
工
農
業
の
同
時
発

展
の
原
則
」
は
、
か
れ
ｎ
身
の
「
人
民
内
部
の
矛
盾
を
正
し
く
処
理
す
る
閑
魍
に
つ
い
て
」
　
（
一
九
五
七
年
二
月
披
高
国
猪
会
淡
焚
一
一



回
拡
大
会
議
で
の
報
告
）
と
い
う
長
文
の
労
作
の
な
か
で
い
っ
ン
、
う
明
確
に
鋭
く
展
開
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
わ
が
国
は
大
き

な
農
業
国
で
あ
っ
て
、
農
村
人
口
は
全
国
人
口
の
八
○
％
以
上
を
し
め
る
。
工
業
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
同
時
に
農
業
を
発
展
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
て
こ
そ
、
工
業
は
原
料
と
市
場
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
し
、
強
大
な
重
工
業
を
建
設
す
る
た
め
の

よ
り
多
く
の
資
金
を
蓄
積
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
…
…
こ
の
よ
う
に
す
る
と
、
工
業
の
テ
ソ
ポ
は
に
ぶ
い
よ
う
に
み
え
る
が
、
実
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

は
そ
う
で
は
な
く
、
か
え
っ
て
は
や
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
「
重
工
業
が
農
業
を
重
要
な
市
場
と
す
る
こ
と
は
、
現
在
ま
だ
明
白
に

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

認
識
さ
れ
て
い
な
い
が
、
し
か
し
、
農
業
の
技
術
改
革
が
一
歩
一
歩
発
展
し
、
農
業
が
目
ま
し
に
近
代
化
さ
れ
、
農
業
に
奉
仕
す
る

機
械
、
肥
料
、
水
利
産
設
、
電
力
建
設
、
運
輸
建
設
、
農
民
用
燃
料
や
建
築
資
材
な
ど
が
、
目
ま
し
に
増
加
す
る
と
、
そ
れ
に
つ
れ

　
　
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
　
、
、
、
、
、
、
、
・
・
・
・
・
・
・
・
・
　
　
…
（
３
）

て
、
農
業
が
重
工
業
の
重
要
な
市
場
で
あ
る
と
い
う
事
態
が
、
人
び
と
に
よ
っ
て
容
目
勿
に
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
　
（
傍
点
－
筆
者
）
。

毛
沢
東
に
よ
っ
て
明
白
に
提
起
さ
れ
た
「
工
農
業
同
時
発
展
の
原
則
」
は
、
一
九
五
六
年
九
月
に
開
か
れ
た
中
国
共
産
党
第
八
期
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

国
代
表
大
会
に
お
け
る
中
央
委
員
会
の
「
政
治
報
告
」
を
つ
ら
ぬ
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
原
則
が
杜
会
主
義
建
設
の
基
本
方

針
の
主
要
な
一
環
と
し
て
確
定
さ
れ
た
の
は
、
一
九
五
七
年
九
月
の
中
国
共
産
党
第
八
期
中
央
委
員
会
第
三
次
全
体
会
議
以
降
に
お

い
て
で
あ
っ
た
し
、
さ
ら
に
、
そ
れ
が
全
人
民
に
た
い
し
て
全
面
的
に
提
起
さ
れ
た
の
は
、
　
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
の
報
告
」
か
ら

一
年
八
ヵ
月
の
ち
の
一
九
五
八
年
五
月
、
中
国
共
産
党
第
八
期
全
国
代
表
大
会
第
二
次
会
議
に
お
け
る
劉
少
奇
の
「
工
作
報
告
」
（
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

月
五
日
）
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。

　
　
（
１
）
　
『
一
九
五
六
年
か
ら
一
九
六
七
年
に
い
た
る
中
華
人
民
共
和
国
農
業
発
展
要
綱
（
草
案
）
』
、
一
九
五
六
年
、
外
文
出
版
杜
、
九
頁
。
な
お
、

　
　
同
革
案
は
、
一
九
五
七
年
九
月
、
中
国
共
産
党
第
八
期
中
火
委
貝
会
第
三
次
企
体
会
議
に
お
い
て
、
修
正
を
う
け
て
、
　
二
第
一
次
修
正
革
案
」

　
　
と
し
て
人
民
お
よ
び
各
級
党
組
織
・
機
関
の
討
議
を
う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
六
．
Ｕ
年
四
月
、
第
二
期
全
閑
人
民
代
衣
大
会
第

　
　
　
中
国
国
民
経
済
の
溌
展
過
程
目
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
　
（
九
七
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
　
（
九
八
）

　
二
次
会
議
に
お
い
て
「
第
二
次
修
正
草
案
」
が
提
出
さ
れ
、
講
震
林
の
提
案
報
告
を
う
げ
た
あ
と
、
正
式
に
・
決
定
さ
れ
た
（
＝
九
五
六
年
か

　
ら
一
九
六
七
年
に
い
た
る
全
国
農
業
発
展
要
綱
」
１
一
九
六
〇
年
、
外
文
出
版
杜
お
よ
び
一
一
新
華
半
月
刊
」
一
九
五
八
年
、
一
一
瑚
一
四
ｚ
一

　
七
頁
を
参
照
）
。
第
一
次
草
案
の
提
出
か
ら
正
式
決
定
ま
で
、
じ
つ
に
四
カ
年
余
の
期
聞
を
へ
て
い
る
が
、
こ
の
間
の
経
過
は
別
稿
で
の
一
課

　
題
に
し
た
い
。

（
２
）
　
毛
沢
東
の
同
報
告
の
詳
細
は
な
お
不
明
で
あ
っ
て
、
劉
少
奇
が
そ
の
大
要
を
紹
介
し
た
に
す
ぎ
な
い
（
劉
少
奇
「
中
国
共
産
党
中
央
委
貝

　
会
向
第
八
届
全
国
代
表
大
会
第
二
次
会
議
的
工
作
報
告
」
１
一
九
五
八
年
五
月
五
目
、
　
『
新
華
半
月
刊
」
一
九
五
八
年
、
一
一
期
一
～
一
一
頁

　
を
参
照
）
。

（
３
）
　
毛
沢
東
「
関
於
正
確
処
埋
人
民
内
部
矛
盾
的
間
題
』
、
一
九
五
七
年
、
人
民
出
版
杜
、
三
七
頁
お
よ
び
邦
訳
『
毛
沢
東
戦
後
著
作
集
』
三

　
一
書
房
、
二
〇
七
頁
・
新
日
本
出
版
杜
版
、
六
四
～
五
頁
を
参
照
。
な
お
、
邦
訳
に
は
毛
沢
東
の
ぎ
わ
め
て
重
要
な
文
脈
．
表
現
に
っ
い
て
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
訳
上
の
相
異
が
あ
る
。
　
「
這
様
、
看
起
来
工
業
化
的
速
度
似
乎
慢
一
些
、
但
是
実
際
上
不
会
慢
、
或
老
反
而
可
能
快
一
些
。
」
（
前
出
書
三
七
頁
）

　
の
う
ち
傍
点
の
個
所
は
、
前
訳
書
で
は
「
実
際
一
」
は
お
そ
く
は
な
く
、
あ
る
い
は
、
か
え
っ
て
早
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
し
、
後
訳
書
は

　
「
実
際
は
そ
う
で
は
な
く
・
か
え
っ
て
早
め
ら
れ
る
い
か
か
か
」
と
な
っ
て
い
る
。
前
者
は
「
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
未
確
定
な
推
量
で
あ

　
ろ
う
し
・
後
者
は
確
定
的
な
判
断
と
も
い
う
べ
ぎ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
問
題
は
「
不
会
」
「
可
能
」
に
あ
る
わ
げ
だ
が
、
あ
き
ら
か
に
「
（
客

　
観
的
な
可
能
性
の
有
無
判
断
と
し
て
）
…
…
す
る
は
ず
は
な
い
。
ぎ
っ
と
…
…
で
は
な
い
。
」
「
（
事
実
上
）
、
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
、

　
し
う
る
。
」
で
あ
っ
て
・
後
者
が
や
や
翻
訳
過
剰
な
が
ら
も
文
脈
の
意
を
一
応
と
ら
え
て
い
る
が
、
前
者
は
ま
っ
た
く
歪
曲
し
て
い
る
と
い
わ

　
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

（
４
）
　
「
党
中
火
委
貝
会
の
第
八
期
全
国
代
表
大
会
第
一
次
会
議
に
た
い
す
る
工
作
報
告
は
、
ほ
か
で
も
な
く
毛
沢
東
同
志
の
十
大
閑
係
の
処
理

　
に
関
す
る
方
針
一
政
策
に
も
と
づ
い
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
（
劉
少
奇
、
前
出
「
第
八
期
全
国
代
衣
大
会
第
二
次
会
議
的
工
作
報
告
」
）
。

　
第
一
次
会
議
に
お
け
る
「
政
治
報
告
」
は
劉
少
奇
が
一
九
五
六
年
九
月
一
五
日
に
お
こ
な
っ
た
（
「
新
華
半
月
刊
」
一
九
五
六
年
二
〇
期
一
一

　
こ
二
三
頁
を
参
旧
一
し
、

（
５
Ｊ
　
劉
少
奇
、
苅
出
「
第
八
期
全
因
代
表
大
会
第
二
次
全
議
的
工
作
報
告
」
を
参
照
。
た
お
何
畏
「
関
於
発
展
炎
業
的
閉
題
一
「
∴
経
沽
研
究
一
一

　
九
五
八
年
一
∴
川
、
　
一
人
Ｎ
月
報
」
社
論
「
農
民
閉
魎
価
是
秋
木
閉
触
一
一
九
五
八
年
七
月
一
□
、
お
よ
び
”
魯
航
「
論
工
携
閑
係
和
城
挑
閑
係



　
　
的
新
発
展
」
、
　
『
人
民
日
報
」
一
九
五
八
年
五
月
ニ
ハ
日
参
照
。

　
■
　
　
「
工
農
業
同
時
発
展
の
方
針
」
が
も
つ
歴
史
的
意
義
を
評
価
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
方
針
が
「
第
一
次
五
ヵ
年
計
画
の
完

成
の
の
ち
に
・
は
じ
め
て
提
起
さ
れ
た
と
み
る
の
は
事
実
に
合
致
し
な
い
」
と
し
、
中
因
、
さ
ら
に
ソ
連
邦
で
も
、
工
農
業
同
時
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

展
の
指
導
理
念
が
一
貫
し
て
堅
持
さ
れ
た
と
し
て
、
そ
の
意
義
を
普
遍
化
す
る
見
解
と
、
　
「
ン
、
の
よ
う
な
見
解
は
正
し
く
な
い
、
歴

史
的
事
実
と
符
合
し
き
一
と
す
る
馳
が
対
立
し
て
存
在
す
る
。
二
つ
の
ま
っ
た
く
相
反
す
る
見
解
が
同
時
に
主
張
さ
れ
孟
由

は
・
結
論
的
に
い
え
ば
、
一
般
に
事
物
の
発
展
、
ま
た
認
識
の
発
展
の
連
続
的
側
而
と
発
展
的
側
而
を
あ
わ
せ
て
正
し
く
と
ら
え
な

い
点
に
あ
る
。

　
「
工
農
業
同
時
発
腿
の
方
針
」
の
連
続
的
側
面
は
、
こ
の
方
針
確
定
の
た
め
の
認
識
上
の
前
提
で
あ
る
農
業
牛
産
の
因
民
経
済
ぜ

ん
た
い
に
た
い
す
る
規
制
的
作
州
に
閑
す
る
理
解
の
而
に
あ
ら
わ
れ
る
。
農
業
の
規
伽
的
作
州
に
関
す
る
認
識
は
、
す
で
に
中
華
人

民
共
和
旧
成
立
以
前
の
新
民
主
主
義
革
命
の
段
階
に
お
い
て
も
杵
在
し
た
。
農
業
の
規
制
的
作
川
を
竹
尾
一
質
し
て
重
視
す
る
作
法

は
、
毛
沢
東
の
経
済
閑
題
に
閑
す
る
思
索
・
認
識
の
主
要
な
特
徴
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
毛
沢
東
は
「
わ
れ
わ
れ
の
経
済
政
策
」
　
（
一
九
三
四
年
一
月
二
一
二
口
）
に
お
い
て
、
　
「
わ
れ
わ
れ
の
経
済
姓
設
の
巾
心

は
・
農
業
牛
産
を
発
腿
さ
せ
、
工
業
生
脈
を
発
股
さ
せ
、
対
外
交
〃
を
発
展
さ
せ
（
解
放
区
内
外
の
交
易
－
策
者
）
、
脇
同
組
く
。
を
党

展
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
」
が
、
　
「
当
而
の
状
況
の
も
と
で
は
、
農
業
生
産
が
わ
れ
わ
れ
の
経
済
沽
醐
の
第
一
位
で
あ
る
。
農
業
生
雌

は
た
ん
に
妓
も
敢
要
な
食
糀
閉
越
を
解
決
す
る
ば
か
り
か
、
衣
服
、
秒
締
、
紙
な
ど
の
日
常
。
…
の
原
料
つ
ま
り
柵
、
麻
、
廿
旅
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

竹
な
ど
の
供
給
閉
越
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
べ
て
い
る
。
　
「
農
業
生
産
第
一
位
」
と
い
う
毛
沢
東
Ｏ
揖
摘
は
、
第
一

に
、
巾
旧
が
農
業
因
で
あ
っ
て
姥
民
が
全
人
口
の
八
○
％
以
上
を
し
め
る
の
で
経
済
姓
設
の
み
か
政
治
沽
動
に
お
い
て
も
労
農
同
盟

　
　
　
中
因
国
民
経
済
の
発
朕
過
税
↑
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
　
（
九
九
）
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一
〇
〇
　
（
一
〇
〇
）

が
き
わ
だ
っ
た
重
要
性
を
も
た
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
、
中
国
の
一
般
的
特
質
か
ら
出
発
す
る
と
と
も
に
、
第
二
に
は
、
　
「
塊
段
階

に
お
い
て
、
経
済
建
設
は
ぜ
ひ
と
も
革
命
戦
争
と
い
う
中
心
任
務
と
結
合
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
革
命
戦
争
は
当
面
の
中
心
任
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

で
あ
り
、
経
済
建
設
は
そ
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
奉
仕
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
中
因
革
命
の
当
時
の
発
展
段
階
に
裏

付
け
ら
れ
、
ま
た
革
命
根
拠
地
が
主
と
し
て
農
村
地
域
に
設
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
立
地
的
条
件
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い
た
。
ま

た
、
　
「
連
合
政
府
を
論
ず
」
　
（
一
九
四
五
年
七
月
、
中
国
共
産
党
第
七
期
全
国
代
表
大
会
）
で
は
、
　
「
農
民
　
　
こ
れ
は
中
因
労
働
老
の
前

身
で
あ
る
。
将
来
も
、
な
お
幾
千
万
の
農
民
が
都
市
に
は
い
り
、
工
場
に
は
い
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
も
し
も
中
国
が
強
大
な
民
族

工
業
を
建
設
し
、
き
わ
め
て
多
く
の
近
代
的
大
都
市
を
建
設
す
る
必
要
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
農
村
人
口
を
都
市
人
口
に
か
え
る
た
め

の
長
い
過
程
が
必
要
で
あ
る
。
　
（
段
落
）
農
民
　
　
こ
れ
は
中
因
工
業
の
市
場
の
主
体
で
あ
る
。
た
だ
か
れ
ら
だ
け
が
も
っ
と
も
豊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

寓
な
食
糧
、
原
料
を
供
給
し
、
も
っ
と
も
大
量
の
工
業
品
を
吸
収
で
き
る
」
と
の
べ
、
さ
ら
に
「
解
放
区
の
工
作
員
は
…
－
す
べ
て

の
町
能
な
力
を
動
貝
し
て
、
解
放
区
の
農
業
、
工
業
と
交
場
を
大
規
模
に
発
展
さ
せ
」
る
と
同
時
に
、
　
「
都
市
に
お
い
て
日
本
侵
略

　
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

者
を
駆
逐
し
た
あ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
工
作
員
は
す
み
や
か
に
都
市
の
経
済
工
作
を
習
熟
し
な
け
れ
ば
な
し
な
い
」
と
の
べ
て
い
る
。

こ
の
時
点
に
お
い
て
、
毛
沢
東
は
、
抗
口
革
命
戦
争
が
農
村
か
ら
都
市
へ
と
拡
大
発
展
す
る
小
態
に
即
応
し
て
、
都
市
に
お
け
る
経

済
工
作
の
淵
熟
の
緊
要
性
を
力
説
す
る
と
と
も
に
、
抗
日
革
命
職
争
の
勝
利
の
あ
と
に
お
と
ず
れ
る
で
あ
ろ
う
経
済
姓
設
、
工
業
化

の
巡
枠
に
お
い
て
農
業
が
も
つ
役
割
を
腿
菓
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
　
「
帝
綾
幹
部
会
畿
に
お
け
る
維
話
」
　
（
一
九
四
八
年
四

月
）
の
な
か
で
は
、
　
「
封
雄
制
度
を
一
掃
し
土
地
改
卒
の
任
務
を
完
成
し
た
あ
と
、
党
と
民
主
政
府
は
た
だ
ち
に
農
業
生
雌
の
旧
復
．

洗
腿
ｏ
任
務
を
捉
起
し
て
…
…
蛸
産
を
可
能
に
す
る
よ
う
努
力
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
」
。
「
封
杜
例
皮
を
一
柵
し
て
後
業
生
産
を
発

映
さ
せ
る
こ
と
は
、
農
業
因
を
工
業
旧
に
か
え
て
い
く
任
務
の
た
め
Ｏ
火
礎
を
か
た
め
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
こ
ン
、
が
新
民
主
主



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〃
）

　
義
革
命
の
最
終
的
な
目
的
で
あ
る
」
と
栴
摘
し
て
い
る
。
「
五
・
四
指
示
」
　
（
一
九
四
六
年
五
月
四
日
）
お
よ
び
「
土
地
法
大
綱
」
　
（
一

　
九
四
七
年
一
〇
日
）
の
公
布
以
後
「
減
租
・
減
息
」
か
ら
「
土
地
改
革
」
実
施
へ
と
い
う
転
針
が
お
こ
な
わ
れ
、
ま
た
一
九
四
七
年
秋

．
以
降
の
反
攻
に
よ
っ
て
都
市
に
お
け
る
経
済
工
作
が
口
常
閑
趣
と
な
っ
た
時
点
に
お
い
て
、
毛
沢
東
が
「
解
放
区
農
業
生
産
第
一
位
」

　
か
ら
「
土
地
改
革
↓
農
業
生
産
の
発
展
が
工
業
化
の
基
礎
で
あ
る
」
と
い
う
命
題
を
発
展
的
に
提
起
し
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
べ
き

　
　
　
（
１
３
）

　
で
あ
る
。

　
　
毛
沢
東
の
農
業
生
産
の
規
制
的
作
用
に
関
す
る
認
識
が
、
一
九
四
九
年
一
〇
月
い
ご
国
民
経
済
の
杜
会
主
義
建
設
、
杜
会
主
義
改

　
造
の
臭
体
的
措
植
決
定
に
さ
い
し
て
、
原
則
的
前
提
と
な
っ
た
こ
と
は
う
た
が
え
な
い
。
　
「
労
働
者
階
級
の
桁
導
す
る
、
労
農
同
盟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

　
を
某
礎
と
し
た
人
民
民
主
主
義
国
家
で
あ
る
」
中
華
人
民
共
和
国
が
存
在
す
る
も
と
で
、
民
主
的
改
革
と
し
て
の
土
地
改
革
の
基
本

　
的
Ｈ
的
は
や
は
り
、
　
「
地
主
階
級
の
封
建
的
搾
収
の
（
基
礎
で
あ
る
１
筆
者
）
土
地
所
有
制
を
廃
止
し
て
農
民
の
土
地
所
有
捌
を
実
行

　
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
村
の
生
産
力
を
解
放
し
、
農
業
生
産
を
発
展
さ
せ
」
、
　
「
新
中
因
の
工
業
化
の
た
め
の
道
を
ひ
ら
く
も
の

　
　
　
（
１
５
）

　
で
あ
る
」
と
規
定
さ
れ
た
が
、
同
時
に
、
土
地
改
革
は
「
農
民
の
貧
困
間
題
を
部
分
的
に
解
決
し
う
る
に
す
ぎ
な
い
」
も
の
で
あ
っ

　
て
、
　
「
農
業
生
産
が
大
巾
に
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
て
こ
そ
、
新
中
旧
の
工
業
化
が
実
現
で
き
、
全
国
人
民
の
生
沽
水
準
を
引
上
げ

　
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
、
最
終
的
に
は
杜
会
主
炎
的
発
峡
の
道
を
あ
ゆ
む
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
農
民
の
貧
困
閉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

　
魍
は
蚊
後
的
に
解
決
で
き
る
の
で
あ
る
」
と
、
上
地
改
作
の
歴
史
的
煎
義
、
工
業
化
の
基
礎
と
し
て
の
役
割
が
も
つ
一
定
の
眼
界
を

　
も
あ
き
ら
か
に
し
、
礼
会
主
義
農
業
へ
の
発
腿
の
必
要
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
　
「
箪
一
次
五
ヵ
年
計
両
」
に
お
い
て
は
、
土
地

　
改
革
が
創
出
し
た
小
農
維
済
が
農
業
経
済
の
な
か
で
絶
対
的
な
優
位
を
し
め
、
私
的
資
本
主
義
が
な
お
旧
民
経
済
に
相
当
大
き
な
比

　
重
を
し
め
て
、
杜
会
主
義
経
済
の
計
画
的
発
展
と
対
立
・
矛
盾
し
て
い
た
状
況
に
も
と
づ
い
て
、
　
「
杜
会
主
義
工
業
化
の
初
ル
的
な

　
　
　
　
中
国
国
民
経
済
の
発
朕
過
秋
Ｈ
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
　
（
一
〇
一
）
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一
〇
二
　
（
一
〇
二
）

某
礎
を
確
立
す
る
」
こ
と
と
な
ら
ん
で
、
小
農
経
済
や
個
別
手
工
業
お
よ
び
私
的
資
本
主
義
に
た
い
す
る
杜
会
主
義
改
造
が
、
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

の
碁
本
任
務
で
あ
っ
た
。
農
村
・
農
業
に
お
け
る
生
産
関
係
の
第
二
の
革
命
－
　
生
産
集
団
化
に
よ
っ
て
農
業
発
展
を
実
現
す
る
こ

と
を
農
業
政
策
の
核
心
と
し
た
時
点
に
お
い
て
、
工
農
業
関
係
、
農
業
の
規
制
的
作
州
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
た
。
す
な
わ

ち
、
　
「
工
業
と
農
業
は
国
民
経
済
の
二
つ
の
主
要
な
部
門
で
あ
っ
て
、
農
業
は
工
業
発
展
の
条
件
を
提
供
す
る
。
…
工
業
の
発
展

は
農
業
発
展
を
軽
く
す
る
も
の
で
は
け
っ
し
て
な
い
。
実
際
生
沽
は
農
業
の
経
済
発
展
に
た
い
す
る
き
わ
だ
っ
た
重
要
性
を
ま
す
ま

す
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。
農
業
の
そ
れ
相
当
の
発
展
が
な
け
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
工
業
化
の
事
業
は
実
現
で
き
な
い
」
。
し
た
が

っ
て
、
　
「
農
業
と
工
業
の
発
展
過
程
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
が
た
が
い
に
バ
ラ
ソ
ス
を
失
す
る
危
険
性
を
克
服
し
て
、
労
農
同
盟
と
都

市
農
村
の
経
済
交
流
を
つ
よ
め
、
農
業
経
済
の
新
し
い
た
か
ま
り
を
う
な
が
し
、
食
糧
、
棉
花
、
汕
料
作
物
や
そ
の
他
の
技
術
作
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

が
年
々
必
要
な
程
度
増
大
す
る
よ
う
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
。
　
「
第
一
次
五
ヵ
年
計
画
」
で
は
、
工
業
化
の
一
般
水
準
の

低
位
の
み
か
生
産
財
そ
れ
臼
体
の
生
薩
部
門
の
絶
対
的
な
脆
弱
性
（
半
植
氏
地
．
半
封
確
殴
附
か
ら
う
け
っ
い
だ
生
産
力
の
奇
型
性
に
も
と

づ
く
）
に
よ
っ
て
、
工
業
部
門
の
農
業
に
た
い
す
る
直
楼
的
刺
牧
（
農
茱
機
械
、
農
薬
、
化
学
肥
料
な
ど
の
大
最
の
供
給
）
や
因
球
財
政
に

よ
る
農
業
投
資
の
累
加
的
投
下
が
な
し
え
ず
、
同
時
に
、
農
村
に
お
い
て
ン
、
う
し
た
諦
刺
戟
．
援
助
を
う
け
い
れ
て
生
陸
力
化
す

る
た
め
ｏ
糺
八
ム
的
条
件
－
ｉ
生
雌
の
集
閉
化
、
協
Ｎ
紺
八
□
撲
業
が
仔
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
Ｎ
民
縦
済
の
氷
本
的
状
汎
に
も
と
づ

い
て
、
　
「
杜
八
ム
卒
命
」
　
（
化
産
協
同
化
）
１
↓
「
技
術
巾
八
叩
」
　
へ
止
床
機
械
化
Ｊ
と
い
う
農
茱
党
展
Ｏ
長
期
賂
線
が
不
町
避
的
に
設
定

　
　
　
　
　
　
　
（
犯
）

さ
れ
、
　
「
礼
会
惟
命
」
が
段
陪
的
諜
魍
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
　
「
火
際
化
活
が
農
業
Ｏ
重
要
阯
を
ま
す
ま
す
閉
山
に
し
た
」
と

の
べ
な
が
ら
も
、
工
農
茱
閉
一
般
に
お
け
る
凧
工
業
（
化
陸
物
Ｊ
と
膿
業
と
Ｏ
市
場
を
迦
ず
る
納
く
］
は
な
お
突
川
し
た
〕
バ
体
的
…
趣

と
な
り
え
な
か
っ
た
。
つ
い
で
、
　
「
工
農
業
向
時
発
腿
の
原
則
」
を
氷
礎
に
し
た
「
第
二
次
五
ヵ
年
計
画
」
は
、
　
「
強
大
な
経
済
力



と
腸
力
を
う
ち
た
て
る
霧
で
膏
・
ま
た
、
わ
畜
鳥
民
経
済
・
技
術
的
改
造
芸
し
と
げ
る
謹
一
裏
る
「
雫
筆

優
先
的
に
震
豆
る
一
こ
と
、
「
と
同
時
に
、
農
業
の
震
至
台
と
し
て
、
軽
工
業
の
建
設
速
砦
睾
め
て
、
消
費
物
資
に

た
い
す
る
広
汎
な
人
民
の
目
ま
し
に
増
大
す
る
婁
に
こ
隻
、
ま
た
国
家
の
資
金
蓄
積
篇
大
す
る
一
た
め
に
、
「
蒙
生
産
の

発
展
に
大
差
力
を
入
れ
・
窪
吉
妻
ず
食
糧
の
増
産
藁
証
し
て
繋
全
体
の
発
砦
お
し
す
す
め
、
同
時
に
婁
杢
業

用
作
物
・
と
く
に
棉
花
・
大
豆
き
の
増
産
を
保
障
し
て
軽
工
業
の
震
在
進
す
柵
ご
と
が
強
調
さ
れ
た
。
周
恩
来
は
「
第
二

次
五
ヵ
年
計
画
一
の
提
案
報
告
に
き
て
、
「
工
嚢
同
時
震
の
方
針
一
の
必
要
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
た
二
「
董
工
警
中

心
と
す
る
工
蓋
設
は
・
－
－
と
く
に
農
業
毒
調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
す
る
べ
き
で
あ
つ
て
、
こ
の
ソ
し
と
は
経
験
が
証
明
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
書
ま
す
・
叢
は
・
工
業
の
発
展
、
ひ
い
て
は
罠
経
済
ぜ
ん
た
い
の
震
に
と
つ
て
、
欠
く
こ
と
の
で
き
き
前

提
条
件
で
あ
り
享
・
農
業
の
震
茎
く
ら
せ
る
こ
と
は
、
軽
工
業
の
発
展
と
人
民
生
活
の
改
善
に
直
接
審
を
お
志
す
ぱ
か

り
で
な
く
・
雫
業
・
ひ
い
て
は
罠
経
済
ぜ
ん
た
い
の
震
に
圭
わ
め
て
大
き
く
影
響
し
、
労
農
同
盟
の
強
化
に
も
審
茎

志
す
の
で
あ
り
ま
与
こ
の
報
告
が
、
杜
会
主
義
改
造
の
喬
的
な
震
の
さ
奈
、
つ
ま
り
杜
会
主
義
的
生
産
関
係
量
本

的
な
完
成
の
前
た
・
工
叢
の
経
縞
蓉
の
一
環
と
し
て
の
竿
菜
と
襲
の
市
場
蓉
を
提
起
し
て
い
る
こ
と
は
墨
で
あ

る
。　
　
「
工
幾
同
時
発
展
の
方
針
一
確
定
の
た
め
ビ
般
碧
艦
前
捉
で
雲
、
農
業
の
固
需
ぜ
ん
た
い
に
た
い
す
幻
織
的

作
用
の
把
握
と
い
う
側
面
に
あ
っ
て
は
、
た
し
か
に
、
新
民
主
主
葦
命
と
杜
会
主
葦
命
．
護
と
い
う
性
質
の
こ
と
な
る
二
つ

の
歴
史
段
階
を
つ
う
じ
三
本
の
糸
で
言
ぬ
か
れ
て
書
、
そ
こ
に
連
続
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
連
続

性
は
・
杜
会
義
革
命
・
建
設
の
諦
過
程
を
？
つ
じ
て
圭
き
ら
か
に
確
認
で
き
る
。
だ
が
し
か
し
、
一
般
的
姦
識
前
提
の
連
続

　
　
　
中
雷
豪
済
の
震
過
弩
一
欝
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
一
一
〇
三
一



■

　
　
　
立
命
館
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済
学
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）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
　
（
一
〇
四
）

性
．
一
貫
性
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
と
同
様
に
、
違
続
性
の
存
在
を
理
由
に
し
て
、
　
「
工
農
業
同
時
発
展
の
方
針
」
を
ま

っ
た
く
普
遍
化
す
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
。
こ
の
種
の
普
遍
化
論
は
、
こ
の
方
針
が
経
済
建
設
の
一
定
の
段
階
で
当
面
の
環
と
し
て

提
起
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
具
体
的
な
契
機
を
軽
視
し
、
そ
れ
が
杜
会
主
義
建
設
と
い
う
長
期
の
複
雑
な
過
程
に
し
め
る
位
置
を
不
正

確
に
し
、
ひ
い
て
は
こ
の
方
針
の
背
後
に
あ
る
認
識
前
提
の
連
続
性
、
普
遍
性
を
も
教
条
化
す
る
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る
。

　
「
工
農
業
同
時
発
展
の
方
針
」
の
発
展
的
側
面
が
重
工
業
と
農
業
と
の
市
場
結
合
に
あ
る
こ
と
は
、
連
続
的
側
面
を
確
認
す
る
な

か
で
す
で
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
　
「
杜
会
主
義
建
設
の
基
本
方
針
」
と
「
過
渡
期
の
基
本
方
針
」
と
の
あ
い
だ
の
連
続
性

と
発
展
性
を
究
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
っ
そ
う
明
白
に
な
る
。
　
「
多
く
、
は
や
く
、
り
っ
ぱ
に
、
む
だ
な
く
杜
会
主
義
を
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）

す
る
」
方
針
が
杜
会
主
義
工
業
化
と
杜
会
主
義
改
造
を
二
つ
の
柱
と
し
た
「
過
渡
期
の
基
本
方
針
」
の
な
か
、
と
く
に
積
極
的
な
工

業
化
　
　
重
工
業
優
先
発
展
を
軸
と
す
る
工
業
化
方
針
の
な
か
に
内
在
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
一
九
五
五
年
冬
～
五
六
年

春
に
お
と
ず
れ
た
農
村
．
都
市
に
お
け
る
杜
会
主
義
改
造
い
ご
、
ン
、
れ
は
も
は
や
「
過
渡
期
の
基
本
方
針
」
を
構
成
す
る
一
つ
の
柱

と
し
て
で
は
な
く
、
新
し
く
一
つ
の
独
立
し
た
建
設
方
針
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
第
一
次
五
ヵ
年
計
画

期
の
前
半
に
お
い
て
、
祉
会
主
義
革
命
の
側
面
と
杜
会
主
義
建
設
の
側
面
は
、
前
者
が
歴
史
的
に
主
要
な
側
面
を
し
め
、
き
わ
だ
っ

た
役
割
を
は
た
し
た
が
、
革
命
の
側
面
が
し
だ
い
に
そ
の
役
割
を
達
成
す
る
に
つ
れ
て
、
雄
設
の
側
面
が
主
要
汽
地
位
を
し
め
つ
つ

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
、
二
つ
の
柱
の
い
わ
ば
箭
的
な
相
対
閑
係
Ｏ
変
化
を
前
提
と
し
て
、
杜
会
主
義
的
生
産
関
係
が
決
定
的
に
確

立
さ
れ
、
反
右
派
闘
争
と
幣
風
運
動
の
某
本
的
な
勝
利
に
よ
っ
て
、
杜
会
主
義
と
賓
本
主
薦
の
二
つ
の
道
の
闘
い
が
杜
会
主
義
ｏ
最

終
的
た
勝
利
で
も
っ
て
終
了
す
る
Ｏ
を
ま
っ
て
、
雄
設
Ｏ
側
面
が
ま
っ
た
く
主
嬰
な
地
位
を
し
め
る
と
い
う
貰
的
な
拡
化
・
発
映
が

み
ら
れ
た
Ｏ
で
あ
る
、
　
「
逃
波
期
Ｏ
基
木
方
針
」
は
ン
、
Ｏ
．
一
つ
Ｏ
柞
－
：
－
礼
会
主
義
改
逃
を
完
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
〔
身



の
存
在
、
有
効
性
を
否
定
し
、
必
然
的
に
新
し
い
杜
会
主
義
建
設
の
方
針
へ
発
展
的
に
解
消
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
杜
会
主
義
建
設

の
「
基
本
方
針
は
、
わ
が
閏
の
杜
会
主
義
建
設
を
、
経
済
上
、
政
治
上
と
思
想
上
の
杜
会
主
義
革
命
が
決
定
的
な
勝
利
を
お
さ
め
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
３
）

と
き
に
、
一
つ
の
新
し
い
段
階
に
ひ
き
い
れ
、
全
党
に
全
人
民
に
む
か
っ
て
今
後
の
基
本
方
向
と
主
要
な
原
則
を
提
示
し
た
」
も
の

と
、
そ
の
発
展
的
側
面
を
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
杜
会
主
義
建
設
が
主
要
な
側
面
を
形
成
し
て
の
ち
、
創
設
さ

れ
た
ば
か
り
の
杜
会
主
義
的
生
産
関
係
を
い
っ
そ
う
発
展
さ
せ
る
技
術
革
命
、
政
治
・
思
想
上
の
革
命
の
成
果
を
か
た
め
さ
ら
に
一

段
と
広
く
深
く
展
開
す
る
文
化
革
命
が
ひ
き
つ
づ
い
て
推
進
さ
れ
る
が
、
そ
の
本
質
が
人
民
内
部
の
矛
盾
（
本
質
的
に
非
敵
対
的
た
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
４
）

容
を
も
っ
矛
盾
Ｊ
の
解
決
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
点
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
杜
会
主
義
建
設
の
新
し
い
段
階
に
お
い
て
、
杜
会
の
生
産
力
を
急
速
に
、
可
能
と
必
要
に
お
う
じ
て
発
展
さ
せ
る
た
め
の
祉
会
的

条
件
が
存
在
し
、
し
た
が
っ
て
、
建
設
テ
ソ
ポ
、
経
済
発
展
の
テ
ソ
ポ
が
も
っ
と
も
重
要
な
間
題
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
　
「
党
の

基
本
方
針
が
解
決
し
よ
う
と
す
る
基
本
間
題
は
、
建
設
テ
ソ
ポ
の
間
題
で
あ
る
。
建
設
テ
ソ
ポ
の
間
題
は
、
祉
会
主
義
革
命
が
勝
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
５
）

を
え
て
の
ち
、
わ
れ
わ
れ
の
前
に
提
起
さ
れ
た
も
っ
と
も
重
要
な
間
題
で
あ
る
」
。
技
術
革
命
と
文
化
革
命
は
こ
の
も
っ
と
も
重
要

な
間
題
の
解
決
を
保
証
す
る
。
中
国
国
民
経
済
の
白
力
更
生
の
た
め
の
も
っ
と
も
重
要
な
保
障
で
あ
る
農
業
の
技
術
革
命
は
、
杜
会

主
義
的
な
集
団
農
業
の
存
在
と
い
う
条
件
の
も
と
で
、
手
労
働
農
業
を
電
化
、
機
械
化
、
水
利
化
、
化
学
化
さ
れ
た
近
代
的
な
技
術

に
よ
っ
て
装
傭
す
る
こ
と
で
あ
る
。
農
業
・
農
村
が
重
工
業
の
市
場
を
形
成
す
る
と
い
う
工
農
業
ｏ
経
済
的
緕
合
の
新
し
い
内
容
は
、

農
業
Ｏ
技
術
革
命
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
可
能
で
あ
る
こ
と
を
端
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
　
「
亜
工
業
の
優
先
的
発
展
」
Ｏ
実
挑
、

可
能
な
か
ぎ
り
速
ヤ
か
な
実
現
は
、
杜
会
主
義
的
六
集
団
農
業
の
創
出
が
主
な
課
融
で
あ
っ
た
時
期
「
ト
は
、
き
た
る
べ
き
農
業
ｏ
技

術
革
命
に
対
処
し
う
る
た
め
の
重
工
業
体
系
－
体
い
碓
立
、
つ
ま
り
そ
れ
白
体
生
産
手
段
を
生
雌
す
ゐ
諦
企
茉
Ｏ
た
め
の
生
比
手
段

　
　
　
中
国
因
｛
縦
済
の
発
火
過
程
Ｈ
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
Ｃ
五
　
（
一
〇
五
）
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一
〇
六
　
（
一
つ
六
）

を
生
産
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
し
、
こ
う
し
て
こ
そ
、
限
り
あ
る
資
金
、
資
財
や
技
術
水
準
の
も
と
で
、
重
工
業
を
創
設
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
建
設
テ
ソ
ポ
が
全
面
的
な
課
題
と
な
り
え
た
時
期
に
お
い
て
は
、
農
業
生
産
〇
一
段
の
発
展
、

そ
の
技
術
革
命
の
実
現
の
た
め
、
ま
た
重
工
業
の
い
っ
そ
う
の
発
展
、
そ
の
体
系
の
統
一
化
の
た
め
に
も
、
も
う
一
種
類
の
重
工
業
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

つ
ま
り
軽
工
業
や
農
業
、
住
宅
建
設
な
ど
生
活
サ
ー
ピ
ス
の
た
め
の
生
産
手
段
を
あ
わ
せ
て
計
画
に
も
と
づ
い
て
生
産
す
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
６
）

要
講
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
重
工
業
部
門
内
部
の
二
種
類
の
企
業
を
区
別
し
な
い
観
点
か
ら
は
、
　
「
重
工
業
の
優
先
的
発
展
」
が
国
民

経
済
の
発
展
段
階
に
お
う
じ
て
、
と
り
わ
け
、
工
業
部
門
全
体
の
比
重
が
低
く
し
た
が
っ
て
重
工
業
部
門
が
決
定
的
に
弱
い
国
家
に

お
け
る
工
業
化
過
程
の
一
定
の
段
階
に
お
う
じ
て
、
こ
と
な
っ
た
具
体
的
な
内
容
を
も
た
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
理
解
し
え
な
い
。

し
た
が
っ
て
ま
た
、
雄
一
次
五
ヵ
年
計
画
期
に
お
け
る
「
重
工
業
優
先
発
展
、
方
針
」
を
「
偏
重
発
展
の
方
針
」
あ
る
い
は
「
突
出

し
た
優
先
発
展
の
方
針
」
と
し
て
皮
相
的
に
規
解
し
、
　
「
工
農
業
同
時
発
展
の
方
針
」
を
「
偏
重
し
突
出
し
た
重
工
業
発
展
方
針
」

の
修
正
と
し
て
理
解
す
る
枠
内
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　
　
（
６
）
　
房
維
巾
「
論
工
業
和
農
業
同
時
併
挙
」
　
「
経
済
研
究
』
一
九
五
八
年
、
七
期
四
八
こ
五
九
頁
。

　
　
（
７
）
　
王
光
偉
「
略
談
三
個
〃
併
挙
〃
」
お
よ
び
張
森
文
「
不
能
一
一
道
様
雌
解
”
工
農
向
時
併
挙
〃
」
　
「
経
済
研
究
」
一
九
五
八
年
一
〇
期
八
○
～

　
　
三
一
頁
、

　
　
（
８
）
　
一
一
毛
沢
東
逮
集
」
一
九
五
七
年
版
、
策
一
巻
一
二
五
頁
、
邦
氷
一
毛
沢
束
迷
集
」
三
一
水
Ｈ
房
、
荊
書
版
第
一
巻
一
九
九
頁
。

　
　
（
９
一
　
『
必
集
注
意
経
済
工
作
」
　
（
一
九
一
、
二
、
一
年
八
月
二
、
一
ｎ
）
前
Ｎ
誹
第
一
巻
一
一
七
頁
、
邦
沢
前
同
書
、
第
一
巻
一
八
五
頁
。

　
　
（
１
０
、
一
前
同
謀
、
第
一
．
一
巻
一
〇
七
八
頁
、
邦
訳
前
同
詐
、
策
七
巻
一
九
五
こ
六
頁
、

　
　
（
ｕ
一
前
”
杵
、
靖
、
．
．
巻
一
〇
九
二
頁
、
邦
訳
前
同
苫
、
第
七
巻
二
一
二
頁
。
な
お
、
郁
市
の
経
済
工
作
に
つ
い
て
の
原
則
的
視
点
は
、
栴
命
勝

　
　
利
の
直
肺
一
、
一
九
四
九
年
一
、
一
月
五
日
一
、
在
巾
閑
共
産
党
第
七
｝
小
火
委
貝
公
第
二
次
企
体
公
議
上
的
報
缶
」
の
な
か
で
し
め
さ
れ
る
（
航
同
＾

　
　
桝
四
巻
．
四
二
九
そ
一
．
一
●
頁
、
邦
訳
新
口
本
山
版
礼
版
、
第
川
巻
下
一
七
三
２
五
頁
を
参
照
）
。



（
１
２
し
　
前
同
書
、
第
四
巻
二
一
二
四
頁
、
邦
沢
新
口
本
出
版
祉
版
、
篤
円
巻
下
二
二
頁
。

（
１
３
し
　
新
民
主
義
の
国
民
経
済
全
体
の
経
済
構
成
に
つ
い
て
の
毛
沢
東
の
見
解
は
、
　
一
九
四
七
年
末
に
明
確
な
形
で
成
熱
し
た
と
考
え
て
よ
い

一
百
前
形
勢
和
溝
的
任
務
」
上
九
四
七
干
一
一
月
二
吾
、
前
同
揖
、
第
四
巻
三
五
三
ふ
頁
、
渋
新
日
本
出
版
杜
版
、
第
四
巻

　
上
二
〇
四
～
七
頁
を
参
照
）
。

一
ピ
「
中
華
人
民
共
留
憲
法
』
竺
章
総
綱
竺
条
一
震
文
庫
、
一
〇
頁
、
「
世
界
憲
法
集
一
山
石
波
文
庫
、
二
九
八
～
九
頁
一
。

一
比
一
「
中
華
人
民
共
駕
土
地
改
革
法
一
竺
一
早
総
則
第
一
条
。
一
中
火
人
髭
府
一
九
五
〇
年
六
月
三
〇
日
公
布
一
、
一
『
中
華
人
民
共
萬

土
地
法
参
考
資
料
彙
編
」
二
六
頁
、
な
お
「
中
国
人
民
政
治
鶴
会
議
共
同
鶏
一
第
三
条
、
第
二
七
条
、
第
三
四
条
二
九
四
九
年
九
月
二

　
九
日
）
前
同
書
、
一
頁
、
を
参
照
。

一
比
一
劉
少
奇
の
「
関
於
十
地
潅
間
鵠
讐
一
一
一
九
五
「
年
六
王
四
日
一
前
竺
土
地
法
参
考
資
料
驚
二
四
～
五
頁
。

一
Ｕ
一
寓
共
窪
中
央
奮
会
「
関
於
農
業
素
互
助
合
作
袈
議
一
　
一
九
五
一
、
、
年
二
王
音
、
「
関
纂
竃
茱
害
作
杜
的
決

議
一
　
一
九
五
三
年
三
月
二
一
日
一
「
農
業
祉
・
至
護
造
文
集
第
一
午
則
繁
竃
版
杜
、
一
九
五
孝
一
、
陳
馳
、
諭
農
蓉
作
化
一

　
一
人
民
出
版
杜
二
九
五
六
年
六
五
頁
以
下
一
を
請
一
。
お
よ
び
管
大
－
一
我
国
和
平
改
造
栗
主
義
工
商
業
的
若
干
間
題
二
財
豪
済
出

版
杜
・
一
九
五
七
年
一
・
呉
伝
啓
『
無
産
階
級
窟
与
和
平
整
采
主
率
壌
二
科
学
出
版
社
、
一
九
五
七
年
一
、
茎
照
。
隻
、
杜

会
主
藷
国
に
お
け
る
国
家
資
本
義
の
存
在
形
態
・
控
に
つ
い
て
は
、
ア
・
ゲ
．
セ
イ
ド
。
ゲ
セ
イ
ノ
フ
『
過
渡
期
に
お
け
る
国
家
資
本

　
主
義
一
（
新
日
本
出
版
杜
、
一
九
六
一
年
一
一
月
）
を
参
照
。

一
ど
一
．
盗
人
民
共
駕
震
罠
舞
繋
一
個
五
年
計
両
上
九
耳
．
一
年
土
九
五
七
年
』
一
人
精
版
杜
、
一
九
蓑
年
一
「
第
一
章

　
箪
一
個
五
年
計
痢
的
任
務
」
一
八
～
九
頁
、
　
「
第
州
章
第
一
節
農
茱
」
七
九
貝
以
下
。

一
ど
「
わ
れ
わ
れ
は
い
ま
・
祉
会
制
度
の
両
で
私
有
制
か
五
有
制
一
征
命
を
お
こ
な
．
つ
て
い
る
ぼ
か
り
で
な
く
、
技
術
ぷ
で
、
は
、
手
、
工
、
戊

走
か
ら
大
縫
焦
械
尖
一
の
竺
叩
を
真
一
一
な
一
て
お
り
、
こ
の
二
っ
の
塔
は
一
っ
に
む
す
び
っ
ぷ
の
、
で
、
｛
る
、
。
、
浅
の
、
ぷ
で
、
は
、

わ
が
内
の
条
件
か
ら
す
る
二
采
主
篭
で
は
簑
を
賞
木
よ
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
が
１
蜂
老
一
、
享
鴇
化
を
す
す
め
て
こ
そ
、

讐
讐
大
型
壌
を
つ
か
う
こ
と
が
で
き
一
£
で
芝
一
一
、
傍
点
－
鷹
一
、
茉
火
、
「
閑
於
農
蓉
作
化
間
魑
」
上
九
奈
年
七
月
一
一
一

　
一
□
、
人
民
出
版
祉
、
二
二
～
、
二
頁
、
邦
沢
、
前
出
、
職
後
著
咋
災
一
二
、
一
六
こ
七
頁
）
。

一
２
・
一
「
罠
驚
麓
の
た
め
纂
二
奈
カ
年
誌
一
一
九
五
八
年
－
一
九
六
二
年
一
に
つ
い
て
の
裟
」
上
九
五
六
年
九
月
二
吉
、

　
　
駕
毘
経
済
の
麓
雑
『
鈴
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
一
一
〇
七
一



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
　
（
一
〇
八
）

　
　
　
中
国
共
産
党
第
八
期
全
国
代
表
大
会
（
外
文
出
版
杜
、
一
九
五
六
年
）
九
そ
一
二
頁
。

　
　
（
２
１
）
　
周
恩
来
「
国
民
経
済
発
展
の
た
め
の
第
二
次
五
カ
年
計
画
に
っ
い
て
の
提
案
に
か
ん
す
る
報
告
」
１
一
九
五
六
年
九
月
一
六
日
、
前
同
書

　
　
　
六
九
頁
。

　
　
（
２
２
）
　
一
、
巾
華
人
民
共
和
国
憲
法
」
前
文
お
よ
び
第
四
条
（
前
出
国
民
文
庫
、
八
頁
、
前
出
岩
波
文
庫
、
二
九
八
頁
）
、
お
よ
び
劉
少
奇
「
中
華

　
　
　
人
民
共
和
国
憲
法
草
案
に
つ
い
て
の
報
告
」
、
前
同
国
民
文
庫
、
六
四
～
六
頁
を
参
照
。

　
　
（
２
３
）
　
李
富
春
「
中
国
杜
会
主
義
建
設
現
段
階
的
基
本
間
題
」
一
、
平
和
と
杜
会
主
義
の
諸
間
題
」
一
九
五
八
年
一
号
（
『
新
華
半
月
刊
」
一
九
五
八

　
　
　
年
一
八
期
四
五
頁
）
。

　
　
（
２
４
）
　
「
過
渡
期
の
全
時
期
に
お
い
て
、
プ
回
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ
ー
の
闘
争
、
杜
会
主
義
と
資
本
主
義
の
二
つ
の
遣
の
闘
争
は
、

　
　
　
終
始
、
わ
が
国
内
部
の
主
要
な
矛
盾
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
矛
盾
は
、
あ
る
範
囲
に
お
っ
て
は
敵
対
的
矛
盾
と
し
て
表
わ
れ
る
が
、
多
く
の
情

　
　
　
況
の
も
と
で
は
、
人
民
内
部
の
矛
盾
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
」
　
（
李
富
春
「
巾
国
杜
会
主
義
建
設
塊
段
階
的
基
本
問
題
」
前
同
書
、
四
五
頁
）
こ

　
　
　
と
を
も
、
理
解
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
（
な
お
毛
沢
東
一
関
於
正
確
外
理
人
民
内
部
的
矛
盾
問
題
」
、
　
前
出
書
、
二
～
三
頁
、
邦
訳
『
戦
後

　
　
　
作
集
ヒ
六
五
～
六
頁
。
新
日
木
出
板
祉
版
、
六
ｚ
七
頁
、
お
よ
び
『
人
民
目
報
」
杜
論
「
這
是
政
治
戦
線
上
和
思
想
戦
線
上
的
杜
会
主
義
革

　
　
　
命
」
一
九
五
七
年
九
月
一
八
日
を
参
照
）
。

　
　
（
２
５
）
　
李
富
春
「
中
国
祉
会
主
義
建
設
班
段
階
的
基
本
間
題
」
前
出
書
、
四
五
頁
。
な
お
、
毛
沢
東
『
中
国
農
村
的
祉
会
主
義
高
潮
序
言
」
（
一
九

　
　
　
五
六
年
、
人
民
出
版
祉
上
巻
序
言
三
～
四
頁
、
邦
訳
一
、
戦
後
著
作
集
」
一
五
三
～
四
頁
）
お
よ
び
劉
少
奇
前
出
「
第
八
刷
全
陶
代
表
大
会
第
二

　
　
　
次
会
議
的
工
作
報
告
」
前
山
書
、
七
～
八
頁
お
よ
び
「
人
民
□
報
」
祉
諭
一
九
六
〇
年
六
月
一
四
日
を
参
照
、

　
　
（
２
６
し
　
エ
ヌ
・
エ
ス
・
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
「
ソ
連
邦
共
雌
党
綱
領
に
つ
い
て
の
報
告
」
（
『
ソ
連
共
唖
党
二
．
一
回
大
会
の
文
献
一
下
巻
四
〇
頁
）
、
　
レ

　
　
　
ー
ニ
ソ
は
一
八
九
三
年
に
は
や
く
も
、
小
産
手
段
の
化
巌
の
な
か
に
、
化
産
手
段
の
た
め
の
火
産
千
段
化
産
と
消
費
手
段
の
た
め
の
化
脈
千
段

　
　
　
の
小
脈
と
の
Ｋ
別
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
技
術
的
逃
歩
と
い
う
要
素
を
考
慮
し
て
拡
大
再
少
産
衣
式
を
展
開
し
た
あ
と
で
、
前
者
が
後
考
に
た

　
　
　
い
し
て
も
つ
優
位
を
鋭
く
指
摘
し
て
い
る
（
「
い
わ
ゆ
る
市
場
間
魎
に
つ
い
て
」
邦
訳
「
レ
ー
ニ
ソ
全
集
」
大
月
抑
店
、
第
一
分
冊
、
八
○
～
三
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
７
）

　
皿
　
〃
維
中
氏
の
論
点
（
「
論
工
業
和
農
業
同
時
併
挙
」
）
は
、
　
「
工
農
業
同
時
発
展
の
方
針
」
の
認
識
前
提
と
し
て
の
農
業
の
規
制

的
作
川
に
閑
す
る
双
解
Ｏ
連
続
性
に
Ｏ
み
た
つ
「
杵
遍
化
論
」
を
代
大
す
る
。
と
く
に
、
礼
会
主
義
Ｏ
某
木
的
経
済
法
…
川
と
閑
連



さ
せ
て
、
意
義
の
普
遍
化
を
試
み
る
点
は
、
か
れ
○
論
点
○
特
徴
で
あ
る
。
一
〆
、
れ
は
、
お
お
む
ね
つ
ぎ
○
よ
う
な
論
理
で
展
開
さ
れ

る
・
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
　
「
工
業
と
農
業
は
た
が
い
に
市
場
と
な
り
前
提
と
な
り
あ
っ
て
い
る
。
農
業
が
発
展
す
る
と
、
提
供
ざ
れ

る
原
料
は
増
大
し
て
、
軽
工
業
の
発
展
が
促
進
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
農
業
と
軽
工
業
の
発
展
は
ま
た
必
然
的
に
重
工
業
が
よ
り
多
く

の
機
械
設
備
お
よ
び
農
業
機
械
、
農
薬
と
化
学
肥
料
を
提
供
す
る
こ
と
を
も
と
め
る
。
こ
う
し
て
、
重
工
業
の
発
展
が
促
進
さ
れ
る
。

こ
れ
こ
そ
は
、
杜
会
的
生
産
の
発
展
の
客
観
的
法
則
で
あ
る
。
国
民
経
済
の
た
え
ま
な
い
バ
ラ
ソ
ス
を
も
っ
た
発
展
は
、
ま
ず
第

一
に
工
業
と
農
業
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
部
門
が
バ
ラ
ソ
ス
を
も
っ
て
発
展
す
る
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

（
四
七
－
八
頁
）
と
、
指
摘
す
る
・
つ
い
で
、
「
杜
会
の
物
質
的
生
産
は
、
二
つ
の
部
門
、
つ
ま
り
生
産
資
料
の
生
産
と
生
活
資
料
の
生

塵
に
わ
か
れ
る
」
が
、
「
杜
会
的
拡
大
再
生
産
に
お
い
て
、
生
産
資
料
の
生
産
が
優
先
的
に
発
展
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
生
産
を
拡
大

す
る
に
は
な
に
よ
り
も
生
産
資
料
の
生
薩
を
拡
大
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
」
（
四
九
頁
）
と
、
生
産
資
料
の
生
産
と
り
わ

け
「
重
工
業
の
優
先
的
な
発
展
は
、
杜
会
的
生
産
の
客
観
的
法
則
で
あ
る
」
こ
と
を
確
認
す
る
。
と
同
時
に
、
「
生
産
資
料
の
増
大
に

は
、
ぜ
ひ
と
も
生
活
資
料
生
産
の
同
時
的
な
発
展
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
マ
ル
ク
ス
や
レ
ー
ニ
ソ
が
の
べ
た
よ
う
に
、
生
産
資
料

を
生
産
す
る
第
一
部
門
が
消
費
品
を
生
産
す
る
塘
二
部
門
よ
り
も
速
く
発
展
す
る
こ
と
を
理
由
に
し
て
、
生
産
資
料
の
生
産
が
消
費

品
の
生
産
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
発
展
で
き
る
と
結
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
（
五
〇
頁
）
と
の
べ
て
、
箪
一
部
門
と
箪
二
部
門
の

あ
い
だ
の
同
時
的
な
、
釣
合
の
と
れ
た
発
展
の
必
然
性
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
　
「
生
産
と
個
人
的
消
費
の
関
係
、
束
工
業

の
優
先
的
発
展
と
工
農
業
の
調
和
し
た
発
展
と
い
う
必
然
性
は
、
資
本
主
義
杜
会
で
は
、
価
値
法
則
を
と
お
し
、
生
鹿
と
消
費
、
工

業
と
農
業
の
恒
常
的
な
脱
節
を
つ
う
じ
て
、
ま
た
周
期
的
な
経
済
危
機
を
つ
う
じ
て
、
つ
ら
ぬ
か
れ
る
」
が
、
　
「
礼
会
主
義
杜
会
で

は
、
生
陸
資
料
が
も
は
や
杜
会
的
公
有
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
計
画
的
意
識
的
に
杜
会
的
生
産
を
安
排
す
る
こ
と
が
で
き
、
生
産
と

　
　
　
中
国
困
民
経
済
の
発
峡
過
程
■
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
　
（
一
〇
九
）



　
　
　
立
命
館
維
済
学
（
箪
十
二
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
　
（
一
一
〇
）

消
費
、
工
業
と
農
業
を
直
接
の
関
係
の
関
連
の
な
か
に
く
み
い
れ
る
こ
と
が
で
き
る
」
　
（
五
〇
頁
）
と
指
摘
す
る
。
　
こ
○
よ
う
に
、

「
工
農
業
同
時
発
展
の
方
針
」
を
客
観
的
存
在
と
し
て
の
経
済
法
則
の
次
元
か
ら
と
ら
え
よ
う
と
す
る
房
維
中
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

結
論
す
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
重
工
業
を
優
先
的
に
発
展
さ
せ
る
条
件
の
も
と
で
、
工
業
と
農
業
を
同
時
的
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
、

ま
さ
し
く
杜
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
の
主
要
な
要
求
で
あ
り
、
国
民
経
済
の
計
画
あ
る
比
例
に
応
じ
た
発
展
の
法
則
の
要
求
に

　
　
　
（
２
８
）

合
致
す
る
」
　
（
五
〇
こ
一
頁
）
。
「
あ
き
ら
か
に
、
毛
沢
東
同
志
が
提
起
し
た
…
…
論
点
は
、
ま
さ
に
国
民
経
済
の
こ
う
し
た
客
観
的
関

連
を
全
面
的
に
反
映
し
、
拡
大
再
生
産
の
こ
う
し
た
客
観
的
必
然
性
を
反
映
し
、
杜
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
の
主
要
な
要
求
を

反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
論
点
は
き
わ
め
て
重
要
な
普
遍
的
意
義
を
も
つ
マ
ル
ク
ス
．
レ
ー
ニ
ソ
主
義
の
原

理
で
あ
る
。
こ
の
原
理
は
、
…
…
杜
会
的
生
産
の
二
大
部
門
の
対
応
関
係
に
関
す
る
原
理
、
杜
会
的
拡
大
再
生
産
に
関
す
る
原
規
の

新
発
展
で
あ
る
」
　
（
五
一
頁
）
と
。

　
房
維
中
が
経
済
法
則
の
視
点
か
ら
試
み
た
「
普
遍
化
論
」
は
、
こ
の
方
針
の
確
定
経
過
や
国
民
経
済
発
展
に
と
っ
て
の
「
ボ
ト
ル
．

ネ
ッ
ク
」
農
業
に
の
み
と
ら
わ
れ
て
立
諭
さ
れ
る
「
重
工
業
優
先
発
展
の
方
針
」
の
修
正
．
是
正
論
、
あ
る
い
は
「
工
業
発
展
テ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
９
）

ポ
の
ス
ロ
ー
・
ダ
ゥ
ソ
」
論
な
ど
の
謬
論
を
、
も
っ
と
も
根
深
い
次
元
で
克
服
す
る
役
割
を
は
た
し
え
た
と
い
っ
て
よ
い
。
　
「
修
正

論
」
　
「
ス
ロ
ー
・
ダ
ゥ
ソ
論
」
は
、
祉
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
に
関
す
る
消
費
者
的
立
場
か
ら
す
る
盃
曲
論
で
あ
り
、
消
賀
に

た
い
す
る
生
産
の
規
定
的
役
割
を
無
視
し
、
ま
た
礼
会
主
義
の
も
と
で
の
生
藤
手
段
生
産
の
優
先
塘
展
の
必
要
性
を
否
定
し
、
あ
る

い
は
礼
会
的
生
陵
の
二
部
門
の
発
展
テ
ソ
ポ
を
等
し
く
す
る
こ
と
さ
ら
に
は
消
費
筑
料
生
産
の
較
速
を
主
振
す
る
議
論
と
、
木
性
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
０
）

同
じ
く
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
う
し
た
秩
極
的
側
巾
を
も
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
〃
維
巾
に
あ
っ
て
は
、
旧
民
縦
済
、
ン
、

の
発
映
い
計
丙
化
〇
一
環
と
し
て
の
「
工
農
茱
同
時
発
展
Ｏ
方
針
」
と
客
観
的
作
花
と
し
て
の
因
民
経
済
Ｏ
計
函
性
あ
ろ
釣
合
Ｏ
、
こ



れ
た
発
展
の
法
則
と
を
か
奮
ず
し
高
皇
区
別
し
え
て
い
き
た
め
に
、
客
観
的
窪
済
法
則
↑
可
能
性
一
亀
実
性
に
転
化

す
る
た
め
の
条
件
・
契
讐
・
杜
会
主
義
公
有
制
の
確
立
と
い
う
所
有
誰
に
の
み
か
ぎ
つ
て
、
公
有
制
と
い
う
基
本
的
条
件
が
み

た
さ
れ
る
謹
と
並
行
し
て
展
開
さ
れ
る
法
則
適
用
を
Ａ
葎
す
る
人
問
主
体
の
杜
会
的
実
践
と
認
識
の
具
体
的
盗
程
の
奈
に
も

と
め
え
な
い
で
い
る
；
亀
・
杜
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
の
藁
が
、
生
産
力
の
発
展
が
到
達
し
た
水
準
、
現
有
の
物
的
資

源
お
よ
び
そ
の
国
の
内
外
の
政
治
的
・
思
想
的
条
件
に
し
た
が
つ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
実
現
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
こ

れ
に
書
じ
て
・
計
画
性
雲
釣
合
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
竃
と
に
し
て
、
杜
会
主
義
経
済
の
諾
部
門
一
の
生
産
手
段
と
労
働
力

の
配
分
が
お
こ
糞
れ
・
震
経
済
の
奈
で
の
釣
合
が
確
立
玄
と
い
う
こ
と
を
、
経
済
法
則
一
の
直
線
的
焦
納
、
普
遍
化
の

奈
で
見
失
っ
て
し
ま
ら
房
維
中
の
こ
の
種
の
弱
点
は
、
「
重
工
業
姦
先
的
に
発
展
妄
幻
条
件
の
圭
で
、
工
業
の
発
展

が
必
ず
叢
の
発
展
と
同
時
に
芝
な
わ
れ
ね
ば
奮
き
と
い
う
盈
の
正
し
さ
は
、
ソ
連
邦
、
一
淳
る
四
〇
年
ら
い
の
祉
会
主

嚢
設
の
経
験
に
よ
っ
て
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
一
し
、
そ
の
鈍
は
「
毛
沢
嵩
志
が
一
九
五
七
年
に
突
如
と
し
て
濫
し
た

も
の
で
は
け
っ
し
て
な
い
」
と
の
べ
て
、
原
理
的
連
続
性
の
み
を
み
て
具
体
的
政
策
の
段
階
発
展
の
側
面
を
み
な
い
一
両
的
誤
謬
と

相
互
に
補
完
し
あ
っ
て
い
る
。

　
　
（
２
７
）
　
房
維
中
「
論
工
業
和
農
業
同
時
併
挙
」
　
一
」
経
済
研
究
』
一
九
五
八
年
七
期
四
八
～
九
頁
。

　
　
雪
前
蝶
・
五
〇
～
一
耳
隻
同
氏
は
以
下
の
と
こ
ろ
で
っ
ぎ
の
言
に
も
の
べ
る
。
「
す
で
に
雲
ら
か
な
言
に
、
雫
業
の
優
先

　
　
　
発
展
は
杜
会
的
素
の
麓
の
唯
一
の
竃
で
は
け
一
し
て
な
い
。
そ
れ
は
祉
会
的
麦
の
籏
の
一
側
而
を
奇
す
る
に
す
ぎ
な
い
、
二
労

　
　
　
と
農
業
の
調
和
あ
る
麓
は
・
同
様
に
杜
会
的
集
麓
の
愈
法
則
で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
祉
会
的
窪
の
籏
の
他
の
淵
を
奇
す
る
。

　
　
　
こ
の
二
っ
の
法
則
は
密
接
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
祉
会
的
一
、
序
護
の
二
っ
の
妥
為
山
で
、
一
三
、
人
二
凸
、

　
　
季
こ
の
種
の
驚
は
・
第
二
次
五
ヵ
年
計
智
標
に
よ
つ
て
そ
の
彊
哀
つ
た
。
す
な
わ
山
り
、
同
最
は
、
－
九
六
ニ
エ
エ
裟
生

　
　
　
　
中
鴫
誌
済
の
籏
過
菖
一
欝
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
一
二
こ
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一
）

　
産
総
額
を
五
七
年
の
計
画
（
以
下
同
じ
、
五
七
年
実
績
を
も
と
に
す
れ
ば
テ
ソ
ポ
は
若
干
低
く
な
る
）
よ
り
七
五
％
前
後
増
大
さ
せ
る
。
ｏ
工

　
業
生
産
（
手
工
業
を
ふ
く
む
）
を
２
倍
に
す
る
。
岬
農
業
生
産
を
三
五
％
前
後
増
加
す
る
。
↑
Ｏ
工
業
生
産
中
の
第
一
・
二
部
門
の
比
重
を
均
衡

　
さ
せ
る
。
旬
財
政
支
出
中
の
経
済
文
化
建
設
支
出
を
前
五
ヵ
年
の
約
五
六
％
か
ら
六
〇
な
い
し
七
〇
％
に
拡
大
す
る
。
ゆ
建
設
の
テ
ソ
ポ
を
は

　
や
め
る
た
め
に
、
財
政
支
出
中
の
国
家
基
本
建
設
投
資
の
比
重
を
か
っ
て
の
約
三
五
％
か
ら
四
〇
％
近
く
に
拡
大
し
て
、
前
五
カ
年
の
２
倍
を

　
お
て
る
。
い
基
本
建
設
投
資
中
、
工
業
投
資
を
か
っ
て
の
五
八
・
二
％
か
ら
六
〇
％
前
後
に
拡
大
し
、
同
時
に
、
農
業
、
林
業
、
水
利
へ
の
投
資

　
を
七
・
六
％
か
ら
一
〇
％
前
後
に
拡
大
す
る
（
「
国
民
経
済
発
展
の
た
め
の
第
二
次
五
ヵ
年
計
画
に
っ
い
て
の
提
案
』
、
前
出
書
、
九
Ｚ
二
一
頁
）
。

　
こ
の
計
画
目
標
は
、
第
四
・
六
・
七
表
に
み
る
と
お
り
一
九
五
八
年
な
い
し
五
九
年
に
は
や
く
も
達
成
さ
れ
た
。
こ
の
事
実
は
、
　
「
修
正
論
」

　
「
ス
ロ
ー
・
ダ
ウ
ソ
論
」
を
ま
っ
た
く
破
産
さ
せ
た
。

（
３
０
）
　
ソ
連
邦
科
学
院
経
済
研
究
所
「
経
済
学
教
科
書
」
１
改
訂
三
版
（
合
同
出
版
杜
、
第
三
分
冊
）
１
第
二
五
章
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済

　
法
則
」
、
と
く
に
七
一
五
～
九
頁
を
参
照
、

（
３
１
）
　
前
同
書
、
第
三
分
冊
－
第
二
六
章
「
因
氏
経
済
の
計
画
性
あ
る
、
釣
合
の
と
れ
た
発
展
の
法
則
」
、
と
く
に
七
二
五
～
六
頁
、
七
三
五
Ｚ
六

　
頁
を
参
照
。

六
　
　
「
農
業
は
国
民
経
済
の
基
礎
で
あ
る
」
論
の
内
容
と
初
歩
的
吟
味

　
１
　
以
上
に
よ
っ
て
明
白
な
よ
う
に
、
　
「
杜
会
主
義
雄
設
の
娃
本
方
針
」
の
主
要
な
柱
と
し
て
提
起
さ
れ
た
「
工
農
業
同
時
発
展

の
方
針
」
は
、
農
業
生
産
の
規
制
的
作
用
を
、
電
工
業
と
の
市
場
結
合
を
も
ふ
く
め
た
工
農
業
関
係
に
ま
で
拡
大
し
て
と
ら
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
重
工
業
の
内
部
構
成
の
体
系
化
を
ふ
ま
え
た
「
重
工
業
優
先
的
発
展
の
原
則
」
と
農
業
の
急
速
な
発
展
と
を
結
合
す

る
中
問
項
を
明
確
に
し
た
の
で
あ
る
。
農
業
○
規
制
的
作
用
に
関
す
る
よ
り
全
面
的
な
把
握
に
た
っ
て
確
定
さ
れ
た
「
工
農
業
同
時

発
展
ｏ
方
針
」
は
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
具
体
的
な
展
開
が
も
た
ら
す
諸
結
果
、
経
験
を
つ
う
じ
て
、
工
業
と
農
業
と
の
相
互
規
制
・

促
進
の
関
係
を
も
っ
と
根
深
い
、
原
理
的
次
元
で
体
系
化
す
る
一
つ
の
契
機
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
き
に
み
た
「
仰
遍
化
論
」



は
、
　
「
同
時
発
展
の
方
針
」
が
ン
、
の
認
識
前
提
を
よ
り
豊
富
な
水
準
に
、
た
だ
等
し
い
質
の
つ
み
か
さ
ね
で
は
な
く
、
質
的
転
化
を

と
も
な
わ
ざ
る
を
え
な
い
水
準
に
た
か
め
る
と
い
う
、
こ
の
意
義
を
正
し
く
評
価
し
え
な
い
。

　
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
農
業
生
産
の
規
制
的
作
用
は
、
第
一
次
五
ヵ
年
計
画
期
の
経
験
が
証
明
す
る
が
、
一
九
五
八
年
と
五
九

年
の
連
続
し
た
国
民
経
済
の
大
巾
な
発
展
の
過
程
に
お
い
て
、
そ
れ
は
促
進
的
側
面
を
つ
よ
く
と
も
な
い
な
が
ら
示
さ
れ
た
。
事
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

の
示
す
ご
と
く
農
業
発
展
が
工
業
を
は
じ
め
と
す
る
国
民
経
済
ぜ
ん
た
い
の
か
つ
て
な
い
発
展
テ
ソ
ポ
を
招
来
し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
こ
の
高
い
発
展
テ
ソ
ポ
を
背
景
と
し
て
、
人
民
公
杜
体
制
が
農
業
生
産
協
同
組
合
を
連
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、

三
つ
の
同
時
発
展
の
方
針
　
　
工
業
と
農
業
、
中
央
工
業
と
地
方
工
業
、
大
型
工
業
と
中
小
型
工
業
の
同
時
発
展
の
方
針
を
、
農
村

に
お
け
る
杜
会
主
義
的
集
団
所
有
の
経
済
の
側
か
ら
う
け
と
め
実
現
す
る
任
務
を
に
な
う
も
の
と
し
て
、
ま
た
広
汎
な
農
民
を
杜
会

主
義
建
設
の
場
面
に
い
っ
そ
う
固
く
組
織
し
、
杜
会
主
義
建
設
型
の
労
農
同
盟
を
一
段
と
発
展
さ
せ
る
一
種
の
杜
会
組
織
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

積
極
的
に
運
営
さ
れ
て
き
た
。
他
方
、
工
業
、
商
業
と
財
政
の
管
理
制
度
の
面
で
も
、
三
大
改
造
運
動
と
反
右
派
闘
争
、
整
風
運
動

の
高
揚
と
完
了
を
う
け
て
、
一
九
五
七
年
一
一
月
、
国
務
院
は
、
一
、
工
業
管
理
体
制
の
改
善
に
関
す
る
規
定
、
一
、
商
業
管
理
機

構
の
改
善
に
関
す
る
規
定
、
一
、
財
政
管
理
機
構
の
改
善
に
関
す
る
規
定
を
公
布
し
、
翌
五
八
年
か
ら
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ

の
管
理
制
度
・
機
構
の
改
革
は
、
杜
会
主
義
建
設
の
新
段
階
で
も
っ
と
も
重
要
な
間
題
と
な
っ
た
建
設
・
発
展
テ
ソ
ポ
を
は
や
め
る

た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
面
に
お
け
る
管
理
権
限
の
一
部
を
地
方
行
政
機
関
や
企
業
単
位
に
移
譲
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
杵
地
方
機

関
と
企
業
の
主
動
性
と
積
極
性
を
い
っ
そ
う
刺
戟
し
て
、
国
の
統
一
計
画
が
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
条
件
に
も
と
づ
い
て
執
行
・
連

成
さ
れ
る
体
制
を
確
立
す
る
、
つ
ま
り
、
経
済
活
動
に
お
け
る
民
主
と
集
中
、
集
権
と
分
権
の
関
係
を
整
頓
す
る
こ
と
を
課
題
と
し

　
　
　
　
（
３
）

た
の
で
あ
る
。

　
　
　
中
国
国
氏
経
済
の
発
展
過
程
臼
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
守
　
　
　
　
　
　
一
二
二
　
（
一
二
二
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
十
二
巻
・
第
一
号
一
　
，
　
　
　
　
　
　
一
　
　
二
四
一
二
四
一

　
一
九
五
八
年
い
ご
の
国
民
経
済
の
発
展
と
人
民
公
杜
の
成
立
、
工
業
な
ど
諾
管
理
制
度
の
改
革
を
背
景
と
し
、
一
九
五
九
年
の
国

民
経
済
計
画
の
決
定
と
執
行
上
の
若
干
○
あ
や
ま
り
が
招
い
た
労
働
力
配
置
、
物
資
配
分
、
資
金
使
用
や
品
質
向
上
な
ど
の
面
で
の

困
難
、
国
民
経
済
各
部
門
間
の
ア
ソ
バ
ラ
ソ
ス
状
況
に
即
応
し
て
、
具
体
的
な
調
整
措
置
を
講
ず
る
た
め
に
、
一
九
五
九
年
八
月
、

中
国
共
産
党
第
八
期
中
央
委
員
会
第
八
次
全
体
会
議
が
開
か
れ
た
。
こ
の
会
議
の
席
上
、
毛
沢
東
は
は
じ
め
て
、
「
国
民
経
済
の
発

展
は
必
ず
農
業
を
基
礎
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
想
を
く
り
か
え
し
あ
き
ら
か
に
し
、
農
業
を
首
位
と
す
る
整
っ
た
国
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

経
済
計
画
を
制
定
す
る
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
、
同
時
に
普
遍
的
に
農
業
を
支
持
し
よ
う
と
い
う
偉
大
な
ス
ロ
ー
ガ
ソ
を
提
起
し
た
」

と
い
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
際
、
諸
困
難
や
ア
ソ
バ
ラ
ソ
ス
状
況
が
「
杜
会
主
義
建
設
の
基
本
方
針
ン
、
れ
自
体
の
欠
陥
に
よ
る
も
の

で
は
な
い
」
　
「
そ
れ
ら
は
、
国
民
経
済
の
大
巾
な
発
展
と
い
う
事
態
に
対
応
す
る
工
作
上
の
欠
陥
に
よ
る
も
の
で
あ
る
」
こ
と
が
指

　
　
（
５
）

摘
さ
れ
、
工
業
、
農
業
、
運
輸
や
商
業
な
ど
の
各
経
済
部
門
お
よ
び
ン
、
の
他
の
部
門
が
杜
会
主
義
競
争
を
展
開
し
て
、
増
産
節
約
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

動
を
実
施
す
る
よ
う
よ
び
か
け
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、
　
こ
う
し
た
国
民
経
済
の
調
整
工
作
は
、
　
一
九
五
九
年
か
ら
六
一
年
の
農
業

「
危
機
」
に
直
面
し
て
、
抗
災
・
農
業
支
援
の
た
め
の
、
い
わ
ぱ
「
農
業
首
位
」
計
画
化
、
　
「
農
業
基
礎
」
認
識
と
い
う
普
遍
的
農

業
支
援
に
た
い
し
て
よ
り
短
期
的
な
即
応
策
と
し
て
の
農
業
支
援
の
措
置
を
と
も
な
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
建
国
い
ら
い
の
経
済

建
設
の
実
施
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
後
進
的
性
格
を
と
ど
め
る
中
国
国
民
経
済
に
お
い
て
、
二
年
～
三
年
連
続
し
た
「
百
年
ら
い

の
大
災
害
」
が
も
た
ら
し
た
農
業
の
年
度
生
産
計
画
の
未
連
成
さ
ら
に
そ
の
生
産
水
準
の
「
大
躍
進
」
以
前
へ
の
低
落
は
、
よ
り
短

期
約
な
即
応
策
と
し
て
の
抗
災
・
農
莱
支
援
の
措
撞
に
ひ
と
き
わ
重
大
な
意
味
を
く
わ
え
、
因
民
経
済
調
篠
工
作
に
複
雑
さ
を
く
わ

　
（
７
一

え
た
　
こ
○
複
雄
な
か
ら
み
あ
い
○
故
に
、
と
も
す
れ
ぽ
「
農
業
首
位
と
す
る
」
計
画
化
、
　
「
捷
業
を
処
礎
レ
一
す
る
」
旧
民
維
済
党

展
を
調
弊
擶
旅
な
い
し
抗
災
農
業
支
援
方
策
と
等
樹
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
後
に
み
る
よ
う
に
箏
態
ｏ
発
展
を
一
而
化
し
、
　
「
農
業
基



礎
」
論
の
意
義
を
狭
小
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
因
民
経
済
の
調
整
工
作
と
抗
災
農
業
支
援
が
展
開
さ
れ
る
な
か
で
、
一
九
六
二
年
四
月
、
　
「
一
九
六
二
年
国
民
経
済
調
整
工
作
」

の
十
項
口
の
課
題
が
提
起
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
と
く
に
つ
ぎ
の
四
項
目
は
、
一
連
Ｏ
調
終
工
作
が
「
農
業
を
竹
位
と
す
る
」
計
両
、

「
農
業
を
某
礎
と
す
る
」
経
済
発
展
と
い
う
基
本
的
視
点
に
た
っ
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
第
一
、

農
業
生
産
、
ま
ず
食
糧
、
棉
花
、
汕
料
作
物
の
増
産
を
実
現
す
る
。
」
「
第
二
、
軽
工
業
と
重
工
業
の
生
産
を
合
理
的
に
配
樹
し
、
で

き
る
か
ぎ
り
日
常
品
を
増
産
す
る
。
」
「
第
四
、
都
市
や
町
の
人
口
と
労
働
者
職
貝
、
と
く
に
農
村
か
ら
都
市
に
動
貝
さ
れ
た
労
働
者

職
員
の
数
を
適
当
に
減
し
て
農
村
の
生
産
に
参
加
さ
せ
、
農
業
戦
線
を
強
化
す
る
。
」
「
第
一
〇
、
計
画
活
動
を
さ
ら
に
一
段
と
改
善

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

し
て
、
農
茱
、
軽
工
業
、
取
工
業
の
順
序
で
因
民
経
済
各
部
門
の
綜
令
的
な
バ
ラ
ソ
ス
を
立
派
に
す
る
」
。
な
か
で
も
、
第
四
．
一
〇

項
は
、
旧
民
総
生
産
の
大
巾
な
低
減
に
お
う
じ
て
基
本
建
設
の
規
模
を
適
正
に
す
る
と
と
も
に
、
農
茱
生
産
の
停
滞
．
不
振
に
よ
っ

て
重
工
茱
の
一
発
展
支
点
を
農
業
の
技
術
改
革
に
お
く
こ
と
が
一
時
一
定
の
程
度
で
阻
害
さ
れ
る
条
作
の
も
と
で
、
重
工
業
と
農
業

の
市
場
結
合
を
一
九
五
八
年
当
時
の
水
準
に
同
復
す
る
た
め
の
テ
コ
を
、
農
業
の
側
面
に
お
き
、
祁
市
労
働
力
を
も
で
き
る
だ
け
農

業
に
再
集
中
し
て
食
糧
・
原
料
生
産
に
参
加
さ
せ
る
と
い
う
主
と
し
て
千
労
働
生
炊
の
補
強
に
も
と
め
た
も
の
と
し
て
、
注
目
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

る
べ
き
で
あ
る
。
一
九
六
二
年
九
月
、
巾
旧
共
産
党
塘
八
期
巾
央
委
貝
会
第
一
〇
次
企
体
会
蔵
は
、
六
一
年
一
月
の
第
九
次
企
体
会
議

と
く
に
六
二
年
に
は
い
っ
て
以
来
、
因
民
経
済
の
調
幣
、
強
化
、
充
実
、
向
上
の
方
針
が
顕
拷
な
成
火
を
あ
げ
た
こ
と
を
確
認
し
つ

つ
、
　
「
過
公
数
年
、
述
続
し
て
う
け
た
き
び
し
い
ｎ
然
災
害
お
よ
び
ｎ
己
の
沽
鋤
０
）
欠
点
ヤ
あ
ヤ
ま
り
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
旧
民
経

済
Ｏ
状
汎
は
、
昨
年
は
一
昨
年
よ
り
も
よ
く
、
今
年
は
昨
年
よ
り
も
さ
ら
に
よ
く
な
る
」
と
の
べ
、
と
く
に
注
口
の
「
農
業
ｍ
で
は
、

今
年
Ｏ
夏
季
作
物
の
実
収
高
は
昨
年
よ
り
も
や
や
蛸
加
し
、
秋
季
作
物
の
作
柄
も
昨
年
よ
り
端
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
」
と
い
う
よ

　
　
　
中
国
因
民
経
済
の
発
朕
過
程
Ｈ
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
　
（
一
一
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
デ
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六
　
（
一
ニ
ハ
）

う
な
好
転
を
ま
え
に
し
て
、
　
「
農
業
を
基
礎
と
し
工
業
を
導
き
手
と
し
て
国
民
経
済
を
発
展
さ
せ
る
と
い
う
基
本
方
針
を
つ
ら
ぬ
き
、

農
業
の
発
展
を
第
一
に
お
き
、
工
業
と
農
業
の
関
係
を
正
し
く
処
理
し
、
断
固
と
し
て
工
業
部
門
の
活
動
を
農
業
の
某
礎
と
す
る
軌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

道
へ
移
す
」
こ
と
が
「
当
面
の
さ
し
せ
ま
っ
た
任
務
で
あ
る
」
と
、
揖
摘
し
た
。

　
毛
沢
東
の
「
農
業
を
基
礎
と
し
て
…
…
」
と
い
う
提
案
は
、
こ
の
よ
う
に
、
調
整
工
作
、
抗
災
農
業
支
援
方
策
決
定
の
前
提
で
あ

る
と
同
時
に
、
閏
民
経
済
計
画
化
の
焦
点
と
し
て
の
「
農
業
首
位
」
を
位
置
づ
け
、
さ
ら
に
、
後
進
的
経
済
構
造
を
継
承
し
た
中
国

の
国
民
経
済
発
展
の
構
造
そ
の
も
の
の
な
か
で
「
農
業
を
基
礎
と
す
る
」
（
　
普
通
的
た
農
業
支
援
）
内
容
を
ふ
く
む
も
の
と
理
解
さ

れ
る
。
　
「
農
業
を
首
位
と
す
る
」
経
済
計
画
の
制
定
は
、
中
国
国
民
経
済
の
長
期
に
わ
た
る
発
展
過
程
に
お
い
て
、
　
「
国
民
経
済
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
１
）

連
続
的
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
か
な
ら
ず
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
一
つ
の
決
定
的
な
性
質
を
も
つ
段
ど
り
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

れ
は
、
と
く
に
農
業
の
技
術
改
革
の
方
向
が
明
確
に
な
り
、
そ
の
た
め
の
杜
会
的
条
件
と
重
工
業
と
の
市
場
結
令
が
形
成
さ
れ
な
が

ら
も
、
な
お
労
働
集
約
的
、
手
労
働
的
水
準
・
構
造
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
た
め
に
、
農
業
生
産
が
ｎ
然
条
件
に
大
き
く
左
右
さ
れ
ざ

る
を
え
な
い
一
般
条
件
の
も
と
で
、
平
常
、
か
つ
恒
常
的
に
保
持
さ
れ
る
べ
き
、
旧
民
経
済
計
画
化
の
基
本
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
た

い
し
て
、
「
農
業
を
基
礎
と
す
る
」
経
済
発
腿
の
忠
想
は
、
　
「
重
工
業
の
優
先
的
な
発
峡
と
農
業
の
急
速
な
発
岐
を
む
す
び
つ
け
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

と
い
う
「
丁
農
業
向
時
発
展
」
が
、
　
「
農
業
を
基
礎
と
し
、
工
業
を
主
導
体
と
す
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
実
挑
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
、
つ
ま
り
、
農
業
ｏ
堆
礎
的
役
割
と
工
業
の
主
樽
的
役
割
を
相
互
促
逃
的
閑
係
の
う
ち
に
統
一
化
す
る
と
こ
ろ
の
一
般
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

理
論
的
認
識
に
ぞ
く
す
る
。

　
　
（
１
）
　
木
州
、
洲
Ｈ
の
．
、
一
節
と
く
に
七
七
～
八
頁
お
よ
び
策
八
衣
を
参
照
、
ま
た
、
五
八
年
の
大
巾
た
発
庚
の
特
徴
的
側
而
に
つ
い
て
は
、
李
｛
。
川
介

　
　
　
「
淋
火
Ｎ
什
公
ｔ
談
建
設
的
大
腋
巡
」
∴
紅
旗
」
一
九
五
九
年
一
九
期
、
　
一
桁
稚
半
月
刊
」
一
九
五
九
年
一
九
期
二
九
～
一
．
二
頁
）
を
参
照
。



（
２
）
　
貨
下
忠
雄
「
中
国
農
村
人
民
公
杜
の
所
有
制
」
　
（
神
戸
大
経
済
肝
究
年
報
、
第
九
号
）
、
杉
野
閉
夫
「
農
村
人
民
公
杜
の
新
し
い
体
制
整

　
備
」
（
一
一
ア
ジ
ア
研
究
』
第
九
巻
第
二
号
）
儀
我
壮
一
郎
「
巾
因
農
村
人
民
公
杜
の
体
制
整
備
と
管
理
機
構
」
　
（
大
阪
市
大
一
経
餅
研
究
」
第
六

　
二
号
）

（
３
）
　
困
務
院
「
関
於
改
進
工
業
管
理
体
制
的
規
定
」
、
　
「
関
於
改
進
商
業
管
班
体
制
的
規
定
」
、
　
「
関
於
改
進
財
政
管
理
体
制
的
規
定
」
（
『
新
牽

　
半
月
刊
」
一
九
五
七
年
二
四
期
）
お
よ
び
一
人
民
□
報
「
，
一
杜
諭
「
改
進
工
業
、
商
業
和
財
政
的
管
理
体
制
」
（
一
九
五
七
年
一
一
月
一
八
口
）
を

　
参
照
。
ま
た
儀
我
壮
一
郎
「
同
営
企
業
」
（
天
野
元
之
助
「
現
代
中
閏
経
済
論
」
、
・
・
ネ
ル
ヴ
ア
書
房
、
二
一
五
～
八
頁
）
、
藤
本
閉
「
中
岡
に
お

　
げ
る
工
業
管
瑛
制
度
の
改
革
」
（
一
一
経
済
学
雑
誌
一
第
四
■
一
巻
第
三
号
）
を
参
照
。

（
４
）
　
江
謂
清
「
広
涯
閉
展
支
援
農
業
的
群
衆
運
動
」
（
「
紅
旗
」
一
九
六
〇
年
一
四
期
）
。

（
５
）
　
周
恩
来
「
関
於
調
整
一
九
五
九
年
因
民
経
済
計
両
的
士
上
要
指
標
和
進
一
歩
閉
展
増
産
節
約
運
動
的
報
告
」
１
八
月
二
六
日
、
第
二
届
全
因

　
人
民
代
衣
大
会
常
務
委
貝
会
箪
五
次
八
ム
議
（
「
斬
華
半
月
刊
∴
一
九
五
九
年
一
七
期
、
二
三
亘
）
。

（
６
）
　
「
巾
因
共
産
党
第
八
届
巾
火
委
貝
八
ム
靖
八
次
企
体
会
議
公
報
」
、
同
「
関
於
閉
展
坤
座
節
約
運
動
的
決
議
」
１
八
月
一
六
口
、
お
よ
び
「
全

　
国
人
民
代
表
大
八
ム
常
務
委
貝
八
ム
関
於
調
整
一
九
五
九
年
国
民
経
済
計
函
主
婆
指
標
和
閉
朕
瑚
距
節
約
運
動
的
決
議
」
　
　
八
月
二
六
口
（
「
新

　
華
半
月
刊
」
一
九
五
九
年
一
七
期
）
を
参
照
。

（
７
）
拙
諭
「
巾
困
農
業
の
現
段
階
－
白
然
災
害
と
技
術
革
新
」
（
『
世
界
経
済
評
諭
一
一
九
六
一
年
一
〇
号
、
三
一
頁
以
下
）
を
参
照
。

（
８
－
）
　
「
巾
華
人
Ｎ
共
和
旧
策
二
川
企
旧
人
｛
代
夫
大
八
ム
第
一
．
一
次
会
議
新
閉
公
搬
」
同
八
以
議
「
閑
於
政
府
工
作
的
決
議
」
（
∴
人
Ｎ
月
徹
、
一
九
六

　
二
年
四
月
一
七
日
、
　
「
一
九
六
二
年
人
民
千
冊
」
三
～
五
頁
）
、
お
よ
び
「
団
結
奮
闘
争
取
新
勝
利
」
（
「
人
氏
月
報
－
礼
論
、
　
一
九
六
二
年
四

　
月
一
七
□
）
を
参
照
、

（
９
）
　
「
巾
旧
共
雌
党
第
八
凧
小
火
委
＾
八
ム
第
九
次
企
体
会
議
公
報
」
（
一
人
Ｋ
ｎ
報
［
一
九
六
一
年
一
刀
二
一
□
、
　
一
一
紅
放
」
一
九
六
一
年
三
．

　
四
期
）
を
参
照
、

（
１
０
）
　
「
巾
旧
共
雌
党
第
八
胴
中
火
委
＾
会
箪
十
次
企
体
八
ム
議
的
公
報
」
（
’
紅
旗
一
一
九
六
二
年
一
九
州
）
、
「
為
我
旧
札
八
バ
キ
歳
休
業
的
析
勝
利

　
而
稚
闘
」
（
一
人
Ｎ
ｎ
報
」
祉
約
、
一
九
六
二
年
一
〇
月
一
□
）
、
　
「
漸
興
的
人
Ｎ
力
仙
足
無
敵
的
」
（
‘
紅
炊
ｉ
礼
沽
、
一
九
六
二
年
一
九
期
）

　
を
参
照
、

（
ｕ
）
　
「
工
農
業
併
挙
足
我
因
祉
会
主
義
維
済
的
一
個
束
婆
焼
律
」
（
∴
紅
旗
」
祉
論
、
一
九
六
〇
年
二
二
期
、
二
頁
）
を
参
照
、

　
中
国
国
民
経
済
の
発
展
過
程
目
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
　
（
一
－
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
　
（
一
一
八
）

　
　
（
１
２
）
　
慶
魯
昌
一
口
「
企
党
全
氏
動
手
、
大
辮
農
業
」
二
一
紅
旗
二
一
九
六
〇
年
一
七
期
、
外
文
出
版
祉
版
、
三
頁
）
を
参
照
。

　
　
（
１
３
）
　
山
木
秀
夫
氏
の
こ
の
点
に
関
す
る
指
摘
は
正
し
い
が
、
　
「
農
業
基
礎
」
論
が
「
工
農
業
旧
時
准
腿
の
方
針
」
を
機
械
的
に
否
定
す
る
も
の

　
　
　
で
は
な
く
、
依
然
つ
ら
ぬ
か
れ
る
と
い
う
と
ぎ
、
軍
工
業
ｎ
体
の
拡
大
止
産
と
あ
わ
せ
て
農
業
川
な
ど
諮
機
械
の
止
陸
の
同
時
的
推
進
の
条
件

　
　
が
し
だ
い
に
整
備
さ
れ
た
事
実
（
本
拙
論
Ｈ
の
八
七
頁
、
第
一
四
表
）
を
ふ
ま
え
て
い
な
い
た
め
に
、
十
分
に
説
得
的
と
な
っ
て
い
な
い
（
「
中

　
　
国
経
済
発
展
に
お
け
る
一
、
農
業
某
礎
」
理
論
の
恵
義
」
農
業
総
合
研
究
所
叢
“
、
第
六
五
号
一
六
三
頁
）
一
、

　
皿
　
「
重
工
業
の
優
先
的
発
腿
と
農
業
の
急
速
な
発
展
」
を
「
農
業
を
某
礎
と
し
、
工
業
を
主
導
体
と
し
て
」
実
現
す
る
こ
と
が
、

祉
会
主
義
建
設
の
某
木
方
針
で
あ
る
と
い
う
ば
あ
い
、
農
業
生
産
の
某
礎
的
役
割
と
工
業
生
産
の
主
導
的
役
割
を
杜
会
主
義
的
払
大

再
生
産
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
か
と
い
う
こ
と
が
中
心
的
な
課
趣
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
中
心
課
題
と
そ

れ
に
関
連
す
る
諾
六
の
理
論
的
課
題
お
よ
び
実
証
的
作
業
は
、
中
因
に
お
い
て
じ
つ
に
精
力
的
に
お
こ
な
わ
れ
、
数
多
く
の
論
文
が

発
表
さ
れ
、
討
論
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
討
論
の
過
程
は
、
筆
者
の
み
る
か
ぎ
り
で
は
、
一
九
五
八
年
夏
か
ら
六
〇
年
一
ぱ
い
ま
で
、

そ
れ
以
降
～
現
在
１
ま
で
の
二
つ
の
時
期
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
期
に
お
け
る
諭
点
、
討
論
の
中
軸
は
、
主
と
し
て
、
Ｈ
　
妹
国

い
ら
い
の
国
民
経
済
発
展
に
お
け
る
農
莱
の
規
制
的
作
川
を
実
柾
的
に
褒
づ
け
、
あ
わ
せ
て
旧
民
経
済
を
槻
代
的
な
技
術
水
準
に
ひ

き
あ
げ
る
に
際
し
て
の
工
業
の
役
割
を
火
柾
す
る
こ
と
、
目
　
　
「
農
菜
を
狐
礎
と
す
る
」
論
・
火
本
方
針
の
内
在
性
を
毛
沢
東
の
経

済
忠
想
の
な
か
に
も
と
め
、
さ
ら
に
ソ
連
邦
に
お
け
る
諮
縦
炊
に
よ
っ
て
そ
い
妥
当
性
を
究
閉
す
る
こ
と
、
嘗
　
　
「
重
工
業
の
優
先

的
発
岐
を
前
提
と
す
る
工
般
業
向
時
発
展
の
方
針
」
と
の
非
矛
爪
性
を
桁
揃
す
る
こ
と
、
働
　
み
ぎ
の
諦
論
点
を
珊
諭
的
に
衷
づ
け

る
た
め
に
迷
川
さ
れ
る
吋
ル
ク
ス
な
ど
Ｏ
沽
片
火
Ｏ
内
俗
吟
味
、
と
く
に
爪
挫
乍
歳
〃
諭
Ｏ
位
帆
づ
け
を
め
ぐ
る
吟
味
、
な
ど
に
あ

　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
討
論
後
期
「
ト
な
る
と
、
Ｈ
　
糺
八
ム
上
炎
的
払
大
再
生
脈
Ｏ
ｔ
要
た
炊
点
と
し
て
、
農
業
化
比
Ｏ
水
礎

的
役
割
と
工
業
生
脈
ｏ
主
尊
的
役
割
を
究
閉
す
る
方
向
へ
、
そ
の
中
心
論
点
が
う
つ
っ
て
き
て
い
る
。
と
く
に
、
こ
こ
一
年
の
あ
い



だ
・
み
ぎ
の
討
論
を
ふ
ま
え
て
、
い
　
杜
会
的
生
産
に
お
け
る
二
部
門
閑
係
と
農
業
、
軽
工
業
、
重
工
業
閑
係
の
一
致
性
と
差
別
性
、

嘗
工
業
と
嚢
の
比
例
適
正
化
の
基
準
如
何
、
働
藁
、
軽
工
業
、
重
工
業
の
順
序
で
決
定
さ
れ
る
国
民
経
済
計
画
の
制
定
揖

標
如
何
バ
ラ
ソ
ス
エ
作
婁
施
青
の
如
何
、
き
の
諸
点
に
討
論
が
集
中
さ
れ
て
い
る
。
、
一
、
し
て
、
後
期
に
さ
て
、
討
論

の
中
心
が
・
再
生
産
論
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
抽
象
・
理
一
胴
的
課
題
と
、
経
済
計
画
化
、
適
正
比
例
の
保
持
に
さ
い
し
て
の
経
済
管

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

理
上
の
諸
基
準
の
究
明
と
い
う
具
体
的
・
実
践
的
課
題
に
二
分
さ
れ
る
こ
と
が
、
特
徴
的
で
あ
る
。

…
で
は
・
え
ら
討
論
の
す
べ
て
を
ふ
芝
て
私
見
を
の
べ
る
こ
と
を
さ
し
ひ
か
え
て
、
討
論
の
後
期
に
淳
る
論
点
を
代
表

す
る
圭
の
う
ち
・
墓
的
に
「
繋
藁
礎
と
す
る
一
論
・
方
針
董
茎
つ
か
つ
た
二
つ
の
論
文
一
許
欝
「
論
農
業
在
国
民
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

済
中
的
地
位
和
発
展
農
業
的
関
鍵
」
と
中
黄
「
以
農
業
基
礎
発
展
工
業
」
）
の
展
開
を
あ
と
づ
け
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
二
三
の
今
後
の
課
題
を

可
能
な
か
ぎ
り
あ
き
ら
か
に
す
る
に
と
ど
め
る
。

轟
新
の
立
論
の
基
礎
は
、
つ
ぎ
の
文
章
に
要
約
的
に
示
さ
砦
。
す
莞
ち
、
「
農
業
を
基
礎
と
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
、
二

つ
の
基
本
的
な
内
容
が
ふ
く
ま
れ
る
。
第
一
、
工
業
発
展
は
農
業
ｏ
発
展
水
準
に
よ
つ
て
支
援
さ
れ
制
約
さ
れ
る
、
つ
ま
り
、
農
業

の
発
展
水
準
は
工
業
発
展
の
速
度
と
規
模
を
決
定
す
る
。
第
二
、
農
業
発
膜
が
工
業
を
発
展
さ
せ
る
前
提
で
あ
る
以
上
、
工
業
は
か

な
ら
ず
農
業
に
奉
仕
し
、
十
分
に
農
業
に
た
い
し
て
技
術
装
備
を
供
給
し
て
農
業
の
技
術
改
造
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

う
し
て
は
じ
め
て
、
工
業
白
体
が
こ
の
過
程
で
同
時
に
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
　
（
一
頁
）
。

竺
の
基
本
的
内
容
工
業
に
た
い
す
る
繋
の
支
援
と
制
約
の
二
側
面
は
、
五
点
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
四
「
人
類
の
物

暮
料
の
焦
は
、
生
活
の
需
要
の
た
め
で
あ
っ
て
、
人
類
に
と
つ
て
茉
定
凄
料
轟
は
、
望
は
喜
ろ
ん
の
こ
と
、

現
在
と
将
来
に
お
い
て
も
、
農
業
に
ー
よ
っ
て
の
み
供
給
さ
れ
う
る
」
。
こ
の
点
か
ら
し
て
も
、
「
農
業
の
発
展
は
工
業
、
手
工
業
と
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九
　
（
一
一
九
）

　
　
　
　
中
国
国
民
経
済
の
発
展
過
程
臼
（
松
野
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
〇
　
（
二
一
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

の
他
の
事
業
の
発
展
に
と
っ
て
前
提
と
な
る
」
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
農
業
が
提
供
す
る
商
品
化
食
糧
が
工
業

と
そ
の
他
の
事
業
の
発
展
に
と
っ
て
の
決
定
要
因
の
一
つ
で
あ
り
、
工
業
の
発
展
と
基
本
建
設
の
発
展
の
規
模
と
速
度
を
決
定
づ
け

る
の
で
あ
る
か
ら
、
し
た
が
っ
て
、
工
業
の
発
展
は
工
業
自
体
が
提
供
す
る
機
械
設
傭
と
原
料
、
材
料
を
考
慮
に
い
れ
る
ば
か
り
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

い
っ
そ
う
重
要
な
こ
と
に
、
農
業
が
提
供
す
る
商
品
化
食
糧
の
数
量
を
も
考
慮
に
い
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
　
（
一
～
二
頁
）
。
四

「
杜
会
主
義
工
業
を
発
展
さ
せ
、
基
本
建
設
を
展
開
す
る
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
新
し
い
労
働
力
を
移
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
た

し
か
に
「
工
業
の
技
術
構
成
の
向
上
に
つ
れ
て
、
工
業
が
必
要
と
す
る
労
働
力
は
相
対
的
に
減
少
す
る
」
。
し
か
し
、
　
「
わ
が
国
の

今
目
の
生
産
力
水
準
を
条
件
と
し
て
、
工
業
を
発
展
さ
せ
る
に
は
、
労
働
力
の
比
重
は
な
お
比
較
的
大
き
く
」
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

他
方
「
杜
会
主
義
杜
会
で
は
、
生
産
資
料
が
公
有
化
さ
れ
て
い
る
の
で
、
農
民
の
工
業
へ
の
参
加
が
、
　
（
資
本
主
義
の
ば
あ
い
の
よ
う

に
　
　
筆
者
）
生
産
資
料
と
土
地
の
喪
失
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
…
…
杜
会
主
義
建
設
の
需
要
」
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
と
い
う
き

わ
だ
っ
た
特
徴
を
も
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
　
「
わ
が
国
の
当
面
の
条
件
下
で
は
、
農
業
の
『
技
術
構
成
力
』
が
な
お
比
較
的
低
い
の

で
、
農
業
が
必
要
と
す
る
労
働
力
は
や
は
り
比
較
的
に
多
い
」
。
そ
れ
故
に
、
工
業
へ
の
労
働
力
配
置
は
「
主
と
し
て
、
農
業
の
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
）

産
力
発
展
の
水
準
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
工
業
面
の
需
要
に
よ
っ
て
単
純
に
決
定
さ
れ
な
い
」
。
働
　
　
「
現
代
的
工

業
の
発
展
に
つ
れ
て
、
工
業
白
体
が
提
供
す
る
原
料
部
分
の
比
重
は
し
だ
い
に
増
大
す
る
。
…
…
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
農
業
の
工
業

に
提
供
す
る
原
料
の
重
要
性
を
よ
わ
め
る
も
の
で
は
な
い
。
わ
が
国
の
現
在
の
状
況
を
い
え
ぱ
、
農
業
が
提
供
す
る
工
業
原
料
は
す

べ
て
の
工
業
原
料
の
四
〇
％
、
軽
工
業
原
料
の
六
〇
％
を
ほ
ぼ
し
め
て
い
る
」
。
四
　
農
業
の
杜
会
主
義
改
造
　
　
脇
同
化
が
某
本

的
に
完
成
し
て
い
ご
、
　
「
重
工
業
が
農
業
を
重
要
な
市
場
と
す
る
こ
と
」
が
「
農
業
の
技
術
改
革
の
漸
次
的
な
発
展
に
つ
れ
て
、
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

び
と
に
よ
っ
て
容
坊
「
ト
理
解
さ
れ
る
」
よ
う
に
な
っ
た
。
　
「
流
通
が
生
比
を
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
流
迦
逃
秋
が
生
産
過



程
の
延
長
で
あ
る
」
と
い
う
点
か
ら
い
え
ぱ
、
　
「
農
業
が
た
だ
た
ん
に
軽
工
業
の
重
要
な
市
場
で
あ
る
ば
か
り
か
、
　
重
工
業
の
重

要
な
市
場
で
あ
る
以
上
は
、
　
農
業
の
発
展
は
軽
工
業
発
展
の
必
要
条
件
で
あ
る
と
と
も
に
、
　
重
工
業
発
展
の
必
要
条
件
と
な
る
」

（
二
頁
）
・
．
働
　
　
「
杜
会
主
義
的
拡
大
再
生
産
は
、
杜
会
主
義
蓄
積
を
源
泉
と
す
る
が
、
農
業
は
国
家
的
蓄
積
の
重
要
な
源
泉
の
一
つ

で
あ
る
。
と
く
に
農
業
の
国
民
経
済
に
し
め
る
比
重
が
依
然
と
し
て
高
い
わ
が
国
の
現
状
か
ら
す
れ
ば
、
農
業
が
直
接
問
接
に
提
供

す
る
財
政
収
入
は
、
国
家
財
政
収
入
総
額
の
半
ば
以
上
を
し
め
る
。
こ
の
大
き
な
比
重
は
、
国
民
経
済
発
展
に
お
け
る
重
要
性
を
端

　
　
　
　
　
（
２
１
）

的
に
証
明
す
る
」
　
（
三
頁
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
工
業
に
た
い
す
る
農
業
の
支
援
と
制
約
の
二
側
面
を
と
ら
え
た
許
樵
新
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
小
結
す
る
。
す
な
わ

ち
、
　
「
こ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
農
業
の
基
礎
的
役
割
が
工
業
発
展
を
支
援
す
る
と
同
時
に
、
工
業
発
展
を
制
約
す
る
面
に
示
さ
れ
る

こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
工
業
の
発
展
速
度
と
規
模
が
、
も
し
も
農
業
の
支
鷹
し
う
る
可
能
性
を
こ
え
る
な
ら
ば
、
困
難

に
で
あ
い
、
制
約
を
う
け
る
こ
と
に
な
る
。
農
業
の
工
業
に
た
い
す
る
支
援
と
制
約
は
、
対
立
的
統
一
で
あ
る
。
制
約
は
支
援
の
な

か
で
呈
示
さ
れ
る
」
　
（
以
上
三
頁
）
と
。

　
つ
い
で
、
許
漁
新
は
、
　
「
歴
史
上
、
は
ヤ
く
か
ら
客
観
的
に
存
在
し
た
」
農
業
の
基
礎
的
役
割
が
、
　
「
私
有
制
度
、
と
り
わ
け
資

本
十
工
義
制
度
の
下
で
、
…
…
農
業
が
一
般
に
工
業
に
た
ち
お
く
れ
る
。
と
同
時
に
、
資
本
主
義
工
業
の
破
行
的
発
展
に
よ
っ
て
、
…

…
植
民
地
・
半
植
民
地
農
業
の
衰
亡
と
広
汎
な
農
民
ｏ
破
産
が
形
成
さ
れ
る
」
過
程
の
な
か
で
、
つ
ら
ぬ
か
れ
た
が
、
　
「
杜
会
主
義

制
度
は
生
産
資
料
の
資
本
家
的
所
有
制
を
否
定
し
、
農
業
発
展
の
工
業
発
展
に
た
い
す
る
た
ち
お
く
れ
を
形
成
す
る
杜
会
的
条
件
を

否
定
す
る
の
で
、
し
た
が
っ
て
、
人
び
と
の
主
観
的
な
安
排
に
よ
っ
て
、
因
民
経
済
の
計
画
性
あ
る
、
釣
合
ｏ
と
れ
た
発
展
の
法
則

○
要
求
を
実
現
し
、
国
依
計
画
を
と
お
し
て
急
速
に
豊
業
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
」
（
以
上
一
二
頁
）
点
を
指
摘
す
る
こ

　
　
　
中
同
岡
民
経
済
の
発
展
過
釈
Ｈ
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
　
（
二
二
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
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第
十
二
巻
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号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
一
　
（
二
二
一
）

と
に
よ
っ
て
、
農
業
の
基
礎
的
役
割
が
祉
会
主
義
に
お
い
て
は
じ
め
て
、
農
民
○
當
裕
化
過
程
、
労
農
同
盟
の
強
化
・
発
展
を
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）

な
っ
て
、
一
国
○
経
済
発
展
に
た
い
す
る
支
援
と
側
約
○
面
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
を
明
白
に
す
る
。
　
そ
し
て
、
　
さ
ら
に
一
歩
す
す

ん
で
農
業
の
基
礎
的
役
割
が
農
業
の
技
術
改
革
の
実
現
い
ご
も
い
ぜ
ん
そ
の
役
割
を
に
な
い
つ
づ
け
る
と
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、

「
た
し
か
に
、
将
来
、
農
業
が
関
門
を
通
り
す
ぎ
る
（
技
術
改
革
の
完
成
　
　
筆
者
）
と
、
農
業
は
工
業
に
大
量
○
食
糧
と
よ
り
多
く

の
労
働
力
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
食
糧
と
労
働
力
の
面
か
ら
す
る
工
業
発
展
に
た
い
す
る
制
約

作
用
が
よ
わ
ま
り
う
る
。
だ
が
し
か
し
、
そ
の
と
き
に
な
る
と
、
農
業
の
工
業
に
た
い
す
る
支
援
作
用
は
よ
り
大
き
な
も
の
に
な
る

は
ず
で
あ
る
。
農
業
は
よ
り
多
く
の
食
糧
、
工
業
原
料
、
労
働
力
と
資
金
を
供
給
し
う
る
ば
か
り
で
な
く
、
工
業
が
農
業
に
よ
り
い

っ
そ
う
貢
献
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
に
な
る
」
。
「
現
代
化
さ
れ
た
農
業
の
工
業
に
た
い
す
る
支
援
能
力
、
そ
の
国
民
経
済
に
お
け
る

基
礎
的
役
割
は
、
よ
わ
ま
る
の
で
は
な
く
、
つ
よ
ま
る
。
農
業
の
食
糧
と
労
働
力
の
供
給
能
力
の
変
化
か
ら
の
み
、
そ
の
国
民
経
済

に
お
け
る
基
礎
的
役
割
を
判
断
す
る
見
解
は
、
全
面
的
観
点
に
か
け
、
発
展
的
観
点
に
か
け
る
故
に
、
ま
た
わ
れ
わ
れ
の
将
来
に
お

け
る
農
業
に
た
い
す
る
重
視
を
ゆ
る
が
せ
に
す
る
で
あ
ろ
う
故
に
、
正
し
い
も
の
で
は
な
い
」
（
以
上
三
頁
）
。
こ
う
し
て
、
許
滞
新
は
、

「
農
業
の
基
礎
的
役
割
を
工
業
に
支
援
と
制
約
」
と
い
う
「
対
立
的
統
一
」
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
に
た
っ
て
、
　
「
農
業
を
某
礎
と

す
る
」
忠
想
・
某
本
方
針
が
杜
会
主
義
建
設
の
あ
ら
ゆ
る
過
程
、
段
陪
を
つ
う
じ
て
普
遍
的
に
妥
当
す
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
、
と

主
張
す
る
。

　
第
二
〇
水
木
的
内
答
　
　
技
術
改
単
を
媒
介
と
し
て
工
業
が
農
業
に
た
い
し
て
も
つ
、
秋
極
的
役
割
を
指
摘
す
る
さ
い
の
許
漁
新

の
前
提
は
、
丁
業
が
農
業
に
支
援
さ
れ
制
約
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
工
業
の
農
業
、
ン
、
の
技
術
改
枠
に
た
い
す
る
奉
仕
が
「
必
然

の
結
論
」
と
た
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
　
「
工
業
が
ま
っ
た
く
被
動
的
な
地
位
に
あ
り
、
農
業
の
支
援
と
制
約
を
受
身
と
し
て
う



け
と
る
に
す
ぎ
ず
・
農
業
に
た
い
し
て
積
極
的
役
割
を
は
た
し
え
な
い
、
と
結
論
す
る
こ
と
は
ゆ
イ
り
さ
れ
な
い
」
（
四
頁
）
と
の
べ
る
点

に
あ
る
・
そ
し
て
・
秩
極
的
役
割
を
四
つ
の
側
面
に
集
約
す
る
。
す
な
わ
ち
、
０
Ｄ
　
「
農
業
が
発
展
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
農
民
の
生
活

水
準
は
ま
す
享
た
か
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
か
れ
ら
○
日
常
工
業
走
物
に
た
い
す
る
需
要
は
い
よ
い
き
し
婁
つ
た
も

の
と
な
る
・
こ
の
点
か
ら
も
・
農
業
が
工
業
を
は
な
れ
え
な
い
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
」
四
　
「
工
業
と
農
業
の
結
合
、
都
市
と

農
村
の
結
合
は
・
た
だ
た
ん
に
螢
の
個
人
的
褒
牟
尤
足
す
る
胆
し
め
さ
れ
る
だ
け
で
寒
く
、
…
農
民
の
生
産
上
の
需
要

を
充
足
す
る
面
・
つ
ま
り
生
産
資
料
の
供
給
の
面
に
も
し
め
さ
れ
一
・
。
一
「
集
団
化
の
竃
は
、
農
業
窪
力
の
震
の
た
め
に
杜
会

的
条
件
を
つ
く
り
だ
し
た
が
、
し
か
し
、
わ
が
国
の
叢
は
茉
的
に
寒
享
労
働
的
作
業
を
中
心
と
し
、
畜
力
耕
作
を
主
と
し

臭
肥
料
の
慌
毛
を
の
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
農
業
生
産
力
の
彊
に
は
限
美
あ
る
。
一
こ
の
一
讐

に
・
「
農
葉
脇
同
化
を
壷
し
た
の
ち
、
そ
の
根
本
的
危
路
は
簾
化
に
あ
る
が
、
そ
れ
は
工
業
の
力
に
の
み
た
吉
う
る
一

の
で
あ
っ
て
、
　
「
工
業
の
農
業
に
た
い
す
る
主
導
的
役
割
は
、
農
業
の
技
術
改
典
が
工
業
を
は
な
れ
て
は
存
在
し
な
い
点
に
し
め
さ

れ
る
」
（
以
上
四
頁
）
・
ゆ
　
そ
し
て
さ
ら
に
、
　
「
生
産
の
臼
然
的
特
性
か
ら
い
え
ば
、
工
業
と
農
業
に
は
区
別
が
あ
る
。
」
つ
ま
リ
、

「
農
業
生
産
と
白
然
条
件
と
の
関
係
は
と
く
に
密
接
で
あ
り
、
季
節
、
地
域
と
ン
、
の
他
諦
戊
の
条
件
の
制
約
を
相
当
顕
著
に
う
け
る
。
」

「
含
の
科
学
的
水
準
の
圭
で
、
え
竃
然
条
件
は
歪
人
讐
滝
す
る
と
こ
ろ
で
隻
い
一
が
、
「
僕
業
が
技
術
改
革
を
実

現
し
た
あ
と
、
あ
る
い
は
農
業
が
工
業
化
を
実
槻
し
た
と
き
に
、
人
類
は
投
茱
化
産
の
面
で
、
、
Ｈ
然
力
に
た
い
す
る
支
配
と
利
用
の

点
で
・
工
業
の
方
而
で
の
水
準
に
し
だ
い
に
追
い
つ
き
接
近
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
」
。
こ
の
よ
う
な
「
農
業
の
工
業
化
は
、
長
い

闘
い
盗
程
で
あ
っ
て
・
工
業
Ｏ
毒
纏
割
は
こ
の
過
程
で
専
享
は
つ
言
し
め
荒
る
こ
と
に
套
一
一
以
上
四
ふ
頁
一
。

ゆ
　
「
全
人
民
的
所
有
ｏ
国
常
工
業
は
国
民
経
済
全
体
系
の
指
導
力
で
あ
り
、
ン
、
れ
は
因
民
経
済
ぜ
ん
た
い
を
指
導
し
ひ
き
つ
れ
て
塊

　
　
　
中
国
国
民
経
済
の
発
展
過
程
Ｈ
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
二
　
（
二
二
二
）
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一
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四
　
（
二
一
四
）

代
化
の
道
を
あ
ゆ
ま
せ
る
。
国
営
工
業
は
現
代
化
さ
れ
た
技
術
で
も
っ
て
、
杜
会
主
義
的
国
民
経
済
の
各
部
門
の
様
相
を
し
だ
い
に

改
造
す
る
。
」
「
事
実
の
し
め
す
よ
う
に
、
農
業
生
産
力
を
よ
り
一
層
発
展
さ
せ
、
国
民
経
済
ぜ
ん
た
い
の
技
術
改
革
を
実
現
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
４
）

と
し
て
、
も
し
も
、
現
代
化
さ
れ
た
杜
会
主
義
工
業
か
ら
は
な
れ
、
工
業
を
主
導
体
と
し
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
夢
想
だ
に
で
き
な
い
」
。

　
工
業
の
主
導
的
役
割
を
み
ぎ
の
四
点
に
要
約
す
る
許
淋
新
は
、
　
「
明
確
に
表
現
す
る
な
ら
ば
、
国
家
の
杜
会
主
義
工
業
化
は
農
業

を
は
な
れ
て
孤
立
し
て
す
す
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
工
業
が
農
業
に
奉
仕
し
、
農
業
の
技
術
改
革
を
と
お
し
、
農
業
の
現
代
化
と
い

う
条
件
の
も
と
で
の
み
、
は
じ
め
て
国
家
の
工
業
化
は
順
調
に
実
現
さ
れ
う
る
」
と
、
結
論
し
、
そ
し
て
、
農
業
と
工
業
の
発
展
が

中
国
経
済
の
現
発
展
段
階
に
お
い
て
特
徴
的
に
農
業
の
技
術
改
革
を
媒
介
に
し
て
、
重
工
業
の
な
か
の
農
業
の
た
め
の
生
産
手
段
の

生
産
を
媒
介
と
し
て
、
　
「
密
接
に
結
び
つ
き
、
た
が
い
に
促
進
し
あ
う
こ
と
、
し
か
も
、
農
業
の
技
術
改
革
を
媒
介
と
す
る
工
農
業

の
結
合
関
係
が
工
農
業
生
産
力
の
発
展
の
過
程
で
い
っ
そ
う
発
展
さ
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
」
（
以
上
五
頁
）
、
と
の
べ
る
。

　
中
黄
の
立
論
は
、
許
淋
新
の
い
う
農
業
の
基
礎
的
役
割
を
つ
ぎ
の
二
点
に
要
約
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
第
一
、

…
…
一
定
の
期
問
に
お
け
る
工
業
の
発
展
規
模
は
、
…
…
そ
の
時
点
で
農
業
が
工
業
に
提
供
し
う
る
食
糧
、
刷
食
品
、
工
業
原
料
と

労
働
力
の
多
少
、
ま
た
捉
供
し
う
る
市
場
の
大
き
さ
、
と
蓄
秩
金
の
多
少
、
な
ど
の
条
件
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
第
二
、
工
業
の

発
展
は
、
…
…
農
村
を
主
要
な
市
場
と
し
、
農
村
に
視
線
を
む
け
、
農
業
を
支
援
し
（
抗
災
支
援
と
普
遍
的
支
援
を
ふ
く
め
て
　
　
筆
者
）
、

人
民
公
祉
と
い
う
集
団
経
済
を
支
援
す
る
こ
と
を
第
一
と
し
て
、
農
業
の
技
術
改
革
を
し
だ
い
に
実
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
が

因
の
礼
会
主
携
般
業
を
日
六
に
班
代
化
し
、
農
業
現
代
化
の
段
ど
り
と
杜
会
主
義
工
業
化
の
段
ど
り
を
た
が
い
に
適
応
さ
せ
な
け
れ

ぱ
た
ら
な
い
」
　
（
以
上
二
頁
）
。
し
た
が
っ
て
、
中
黄
に
あ
っ
て
は
「
旧
民
経
済
各
部
門
、
ま
ず
農
業
淋
門
を
析
し
い
技
術
的
基
礎
に

う
つ
す
こ
と
、
机
代
化
さ
れ
た
生
産
の
技
術
的
氷
礎
ｏ
う
え
に
う
つ
す
こ
と
、
こ
れ
が
わ
が
旧
杜
会
主
表
工
業
化
ｏ
某
木
的
な
課
魍



で
あ
箏
そ
し
て
、
「
農
業
・
技
術
改
革
実
現
集
本
的
課
題
と
す
る
一
工
業
の
主
導
的
役
割
ち
ぎ
・
三
つ
の
側
面
で
と
ら
え
る
。

ｏ
　
「
工
業
は
現
代
化
さ
れ
た
大
生
産
で
あ
っ
て
、
そ
の
時
代
の
も
っ
と
も
す
す
ん
だ
経
済
形
態
で
あ
る
。
リ
！
、
れ
は
現
代
化
さ
れ
た
設

傭
と
先
進
的
な
技
術
を
装
備
し
、
生
産
資
料
ま
ず
生
産
用
具
の
生
産
部
門
で
あ
り
、
そ
れ
は
農
業
と
国
民
経
済
ぜ
ん
た
い
に
た
い
し

て
・
技
術
を
改
革
し
現
代
化
を
実
現
す
る
任
務
を
お
っ
て
い
る
」
。
四
　
「
工
業
は
杜
会
主
義
的
な
全
人
民
所
有
制
の
杜
会
化
さ
れ
た

大
生
産
で
あ
り
、
現
代
化
さ
れ
た
技
術
で
も
っ
て
農
業
と
国
民
経
済
の
そ
の
他
部
門
を
装
傭
す
る
と
と
も
に
、
ま
た
、
農
業
、
手
工

業
を
集
団
化
の
道
を
経
過
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
し
だ
い
に
全
人
民
的
所
有
制
に
移
行
さ
せ
る
。
こ
れ
は
集
団
経
済
発
展
の
必

然
的
な
方
向
で
あ
る
」
。
ゆ
　
「
現
代
化
さ
れ
た
大
生
産
の
工
業
と
直
結
す
る
の
は
も
っ
と
も
革
命
的
．
先
進
的
な
階
級
　
　
労
働
者

階
級
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
新
し
い
生
産
力
の
代
表
者
で
あ
り
、
杜
会
主
義
革
命
と
杜
会
主
義
建
設
の
指
導
的
な
勢
力
で
あ
る
。
労
働
者

階
級
は
そ
れ
白
身
が
手
に
す
る
先
進
的
な
技
術
で
も
っ
て
自
然
界
を
改
造
し
、
そ
の
先
進
的
な
経
済
形
態
で
も
っ
て
閏
民
経
済
ぜ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
６
）

た
い
を
改
造
す
る
ば
か
り
か
、
か
れ
ら
の
世
界
観
　
　
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ソ
主
義
の
世
界
観
で
も
っ
て
全
人
類
を
改
造
す
る
」
　
（
以

上
三
頁
）
。
こ
の
よ
う
な
「
工
業
の
国
民
経
済
全
体
に
お
け
る
主
導
的
役
割
、
こ
の
よ
う
な
指
導
的
地
位
は
、
工
業
白
体
が
も
つ
特
性

と
国
民
経
済
の
な
か
で
の
地
位
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
客
観
的
な
存
在
で
あ
る
」
　
（
四
頁
）
と
。

　
「
杜
会
主
義
工
業
化
の
基
本
的
課
題
が
農
業
生
産
の
現
代
化
に
あ
る
」
と
す
る
中
黄
は
、
し
た
が
っ
て
、
農
楽
ｏ
基
礎
的
役
割
と

工
業
の
主
導
的
役
割
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
統
一
化
す
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
農
業
を
某
礎
と
し
、
工
業
を
主
導
体
と
し
て
国
民
経
済
を
発

展
さ
せ
る
と
ｈ
う
堪
本
方
針
は
、
杜
会
主
義
工
業
化
と
農
業
挑
代
化
の
相
互
促
進
閑
係
を
正
し
く
反
映
す
る
。
、
巾
態
は
き
わ
め

て
明
白
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
杜
会
主
義
工
業
を
発
展
さ
せ
、
工
業
の
現
代
化
を
実
現
す
る
に
は
、
わ
れ
わ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
ｏ
臓
産

資
源
を
も
ち
、
わ
が
工
業
が
ど
れ
ほ
ど
の
設
傭
を
提
供
し
う
る
か
、
わ
れ
わ
れ
の
技
術
水
準
の
向
上
の
遅
速
の
如
何
な
ど
、
こ
れ
ら

　
　
　
中
国
国
民
経
済
の
溌
展
過
程
目
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五
　
（
一
二
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
ニ
ハ
　
（
二
ニ
ハ
）

の
工
業
そ
れ
自
体
の
条
件
に
規
制
さ
れ
る
ぱ
か
り
か
、
よ
り
重
要
な
こ
と
に
、
工
業
発
展
の
基
礎
で
あ
る
農
業
が
工
業
に
提
供
す
る

条
件
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
」
（
四
頁
）
。
つ
い
で
、
中
黄
は
、
「
工
業
が
農
業
の
技
術
改
革
の
た
め
に
、
農
業
の
現
代
化
の
た
め
に
、

物
質
的
技
術
的
条
件
を
提
供
し
う
る
条
件
が
ま
す
ま
す
と
と
の
っ
て
き
て
い
る
」
。
つ
ま
り
、
「
基
礎
が
比
較
的
強
大
で
あ
り
、
部
門

も
比
較
的
整
っ
た
重
工
業
が
す
で
に
建
設
さ
れ
て
い
る
」
け
れ
ど
も
、
　
「
可
能
性
は
現
実
で
は
な
い
」
と
し
て
、
可
能
性
を
現
実
化

す
る
た
め
に
と
ら
れ
る
べ
き
方
策
を
あ
き
ら
か
に
し
た
あ
と
（
五
頁
）
、
い
わ
ゆ
る
「
整
っ
た
工
業
体
系
確
立
」
の
必
要
性
を
展
開
し

て
い
る
；
「
わ
が
因
の
工
業
の
発
展
は
、
ま
ず
わ
が
国
が
、
五
億
に
余
る
農
民
（
集
団
経
営
に
組
織
さ
れ
た
１
筆
者
）
か
ら
な
る
広
大
な

農
村
の
生
産
資
料
と
生
活
資
料
に
た
い
す
る
き
わ
め
て
大
き
な
需
要
を
も
っ
て
い
る
点
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ

は
わ
が
国
の
こ
の
特
徴
に
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
白
身
の
工
業
体
系
を
雄
設
し
不
断
に
か
た
め
る
べ
き
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
ン
、

う
し
た
農
業
生
産
に
奉
仕
し
農
民
生
活
「
ト
奉
仕
す
る
工
業
を
、
わ
が
国
の
独
立
し
た
、
整
っ
た
現
代
的
工
業
体
系
の
主
要
た
構
成
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
７
）

門
と
し
て
、
で
き
る
か
ぎ
り
は
や
く
建
設
し
か
た
め
る
べ
き
で
あ
る
」
　
（
六
頁
）
と
。

　
以
上
、
代
表
的
な
二
つ
の
論
文
の
あ
と
づ
け
に
よ
っ
て
、
　
「
農
業
は
国
民
経
済
の
基
礎
で
あ
る
」
論
の
主
な
内
容
が
一
応
あ
き
ら

か
に
さ
れ
た
が
、
そ
の
全
面
的
な
深
化
ｏ
た
め
に
は
、
と
り
わ
け
つ
ぎ
の
三
点
が
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
Ｈ
　
農
業
の
某
礎
的
役
割
と
工
業
の
主
導
的
役
割
の
相
互
促
進
関
係
は
、
許
淋
新
、
中
黄
に
よ
っ
て
一
致
し
て
指
揃
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
洲
）
　
、
、
　
、
、

こ
の
相
互
促
逃
・
規
制
関
係
に
つ
い
て
は
、
さ
し
づ
め
、
工
業
と
農
業
の
関
係
を
１
部
門
と
皿
部
門
の
閑
係
と
お
い
て
み
れ
ば
、
マ

ル
ク
ス
の
再
生
産
論
、
そ
の
表
式
的
峡
閉
に
よ
っ
て
す
で
に
ま
っ
た
く
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
Ｈ
（
Ｈ
８
０
！
、
十

Ｈ
◎
８
ヨ
）
い
自
昌
８
０
と
い
う
蝋
純
再
止
産
に
お
い
て
成
立
す
る
と
こ
ろ
の
、
自
（
８
８
０
＋
９
◎
！
、
十
９
◎
；
）
１
１
Ｈ
（
昌
Ｓ
／
、
十

昌
８
；
）
十
Ｆ
（
ｇ
ｏ
／
一
十
ｇ
ｏ
；
）
　
と
い
う
定
式
に
瑞
的
に
し
め
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
　
Ｈ
（
；
○
◎
！
、
十
；
；
；
）
、
、
自
－
き
ｏ
○
を



不
可
欠
の
前
提
と
す
る
拡
大
再
生
産
に
お
い
て
は
、
　
Ｈ
Ｓ
◎
冒
が
蓄
棲
を
表
現
す
る
と
は
い
え
、
自
・
。
◎
８
１
ｌ
Ｈ
（
Ｈ
８
◎
＜
十
９
◎
、
一
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
９
）

十
目
（
鶉
ｏ
く
十
鶉
ｏ
旨
）
と
い
う
関
連
に
し
め
さ
れ
る
。
　
プ
ル
ク
ス
の
表
式
的
展
開
で
は
、
　
資
本
の
有
機
的
構
成
が
不
変
で
あ
る

こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
　
レ
ー
ニ
ソ
は
有
機
的
構
成
の
変
化
を
考
慮
に
い
れ
、
技
術
的
進
歩
つ
ま
り
（
Ｖ
一
Ｃ
）
の
低
減
と
い

う
要
素
を
く
わ
え
て
、
　
再
生
産
論
を
展
開
し
た
。
　
ン
、
の
結
果
、
　
１
部
門
の
■
部
門
に
た
い
す
る
優
位
を
証
明
し
、
　
し
か
も
１
部

門
の
な
か
で
「
生
産
手
段
の
た
め
の
生
産
手
段
の
生
産
が
も
っ
と
も
急
速
に
増
大
し
、
ン
、
れ
に
つ
い
で
消
費
手
段
の
た
め
の
生
産
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
０
）

段
が
増
大
し
、
　
消
費
手
段
が
も
っ
と
も
緩
慢
に
増
大
す
る
」
こ
と
を
、
　
い
っ
そ
う
た
ち
い
っ
て
明
白
に
し
て
い
る
。
許
滞
新
は
、

こ
の
技
術
的
進
歩
に
つ
い
て
、
第
一
の
基
本
的
内
容
　
　
工
業
に
た
い
す
る
農
業
の
基
礎
的
役
割
を
あ
き
ら
か
に
す
る
く
だ
り
の
四

に
お
い
て
ふ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
場
合
、
マ
ル
ク
ス
し
た
が
っ
て
レ
ー
ニ
ソ
は
、
　
、
１
、
の
再
生
産
論
、
　
表
式
的
展
開
を
、

１
．
■
部
門
が
資
本
制
の
も
と
で
あ
り
う
べ
き
形
で
確
立
し
、
　
自
律
化
し
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
と
り
あ
つ
か
っ
て
い
る
。
　
中
因

に
お
い
て
は
、
資
本
主
義
の
不
均
衡
発
展
の
帰
斎
と
し
て
、
１
・
■
部
門
形
成
が
な
お
未
成
熟
（
国
民
経
済
構
迭
の
植
民
地
．
半
植
民

地
．
封
建
的
後
進
性
）
で
あ
る
条
件
の
も
と
で
、
誤
解
を
お
阜
、
れ
ず
に
い
え
ば
、
１
部
門
の
決
定
的
な
脆
弱
性
を
克
服
す
る
条
件
．
横

杵
を
■
部
門
に
も
と
め
る
際
の
、
整
言
す
る
と
、
後
進
農
業
国
か
ら
向
立
し
た
工
業
国
へ
発
展
す
る
際
の
、
１
．
皿
部
門
の
あ
い
だ

の
相
互
促
進
・
規
制
関
係
を
と
ら
え
る
こ
と
が
狐
点
と
た
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
際
、
一
九
四
九
年
当
時
に
杜
会
主
義
建
設

の
た
め
の
物
質
的
与
件
と
し
て
存
在
し
た
■
部
門
ン
、
し
て
そ
れ
と
対
応
し
て
蚊
行
的
に
存
在
し
た
１
部
門
に
お
い
て
、
技
術
的
逃
捗

が
か
ら
み
あ
っ
て
あ
ら
わ
れ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
か
ら
、
間
題
は
よ
り
い
っ
ン
、
う
複
雑
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で

は
、
き
わ
め
て
抽
象
化
さ
れ
た
再
生
産
論
、
杜
会
主
義
的
再
生
産
論
一
般
「
ト
お
け
る
原
理
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
後
進
因
が
杜

会
主
義
発
展
の
道
を
あ
ゆ
む
に
あ
た
っ
て
の
原
斑
的
側
南
と
し
て
、
　
「
農
業
は
因
民
経
済
の
基
礎
で
あ
る
」
論
を
位
雌
、
つ
け
る
こ
と

　
　
　
巾
閏
因
民
経
済
の
発
展
過
秘
Ｈ
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
七
　
（
二
一
七
）



　
　
　
立
命
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経
済
学
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一
二
八
　
（
二
一
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
１
）

に
よ
っ
て
、
　
「
マ
ル
ク
ス
主
義
再
生
産
論
の
新
し
い
発
展
」
た
る
所
以
が
検
証
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
白
　
Ｈ
の
間
題
か
ら
い
ま
一
つ
の
課
題
が
ひ
き
だ
さ
れ
る
。
工
業
に
た
い
し
て
農
業
が
も
つ
支
援
と
制
約
と
い
う
二
側
面
の
対
立

的
統
一
と
し
て
の
基
礎
的
役
割
を
、
■
部
門
　
　
農
業
の
国
民
経
済
に
し
め
る
比
重
の
大
小
な
ど
と
い
う
絶
対
量
的
視
点
か
ら
と
ら

え
る
こ
と
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
。
中
国
に
お
い
て
、
農
業
生
産
力
構
造
が
徹
底
し
た
反
封
建
的
性
格
を
も
つ
「
土
地
改
革
」

と
杜
会
主
義
農
業
創
設
の
一
路
線
と
し
て
の
「
集
団
化
」
を
経
過
し
て
、
そ
の
高
度
化
の
た
め
の
杜
会
的
条
件
を
も
ち
、
か
つ
「
重

工
業
の
優
先
発
展
」
の
結
果
、
農
業
用
生
産
諾
資
料
が
し
だ
い
に
市
場
を
へ
て
供
給
さ
れ
る
と
い
う
物
財
的
条
件
を
も
ち
な
が
ら
も
、

な
お
当
面
、
労
働
生
産
性
の
ひ
き
あ
げ
よ
り
は
手
労
働
集
約
、
土
地
生
産
性
の
増
大
や
播
種
面
稜
指
数
の
拡
大
な
ど
を
中
軸
と
す
る

技
術
体
系
を
も
つ
た
め
に
、
工
業
発
展
に
相
応
す
る
ほ
ど
に
十
分
「
多
産
的
」
で
あ
り
え
な
い
点
に
た
ち
か
え
っ
て
、
い
っ
そ
う
根

底
か
ら
究
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
農
業
生
産
の
機
械
化
・
現
代
化
も
、
こ
の
視
点
を
明
確
に
ふ
ま
え
て
論
ぜ
ら
れ
ね
ば
な
ら

　
（
３
２
）

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
で
の
一
焦
点
は
後
進
的
技
術
体
系
に
た
つ
構
造
か
ら
現
代
的
体
糸
に
た
つ
そ
れ
へ
の
移
行
過
秩
が
同
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
３
）

に
絶
対
量
の
う
え
で
の
多
産
を
と
も
な
う
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
嘗
　
ソ
連
邦
の
ば
あ
い
、
一
国
杜
会
主
義
体
制
が
資
本
主
義
の
経
済
的
制
肘
か
ら
ま
っ
た
く
脱
却
す
る
こ
と
を
第
一
義
と
し
て
、

整
っ
た
工
業
体
系
、
因
民
経
済
構
造
を
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
い
ご
、
杜
会
主
携
世
界

体
制
が
形
成
さ
れ
て
、
諸
国
家
問
の
経
済
発
展
を
ま
す
ま
す
不
均
衡
に
す
る
資
本
主
義
的
国
際
分
業
．
協
業
と
本
質
的
に
こ
と
な
り
、

杜
会
主
義
経
済
の
急
速
な
発
展
の
必
然
的
結
果
と
し
て
、
ま
た
、
経
済
発
展
の
合
理
的
、
計
画
的
な
い
っ
ン
、
う
加
連
化
を
実
現
す
る

も
の
と
し
て
の
杜
会
主
義
的
国
際
分
業
・
脇
業
関
係
が
准
実
上
形
成
さ
れ
て
い
る
。
資
本
主
菰
ｏ
経
済
的
制
肘
か
ら
の
脱
却
１
－
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
劉
）

は
や
今
日
で
は
た
ん
な
る
制
肘
か
ら
の
脱
却
で
は
な
く
、
貰
木
主
義
へ
の
経
済
的
攻
勢
と
な
っ
て
い
る
１
…
は
、
杜
会
ｔ
炎
世
界
体



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
３
５
）

制
の
内
部
に
お
け
る
杜
会
主
義
競
乍
と
脇
力
を
つ
う
じ
て
す
す
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
礼
会
主
歳
世
界
経
済
体
制
が
作
在
し
発
展

し
て
い
る
な
か
で
、
中
国
が
整
っ
た
工
業
体
系
、
国
民
経
済
構
造
を
、
　
「
農
業
を
基
礎
と
し
、
工
業
を
主
導
体
と
し
て
」
確
立
す
る

際
の
法
則
的
要
請
を
白
然
的
要
困
に
あ
わ
せ
て
歴
史
的
要
因
（
ア
ジ
ァ
に
お
け
る
杜
会
主
義
諸
国
と
の
協
力
関
係
を
ふ
く
め
て
）
か
ら
も
あ

き
ら
か
に
す
る
こ
と
。

（
１
４
）
　
前
期
討
論
の
経
過
は
『
人
民
日
報
」
　
（
一
九
六
〇
年
五
月
四
日
、
七
月
七
目
（
安
徽
省
経
済
理
論
討
論
会
）
に
紹
介
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、

　
論
文
に
は
さ
ぎ
に
し
め
し
た
ほ
か
主
と
し
て
っ
ぎ
の
も
の
が
あ
る
。
超
紫
陽
「
全
党
大
杁
農
業
」
（
『
人
民
日
報
」
一
九
六
●
年
七
月
二
三
日
）
、

　
黄
川
石
「
発
展
因
民
経
済
必
須
以
農
業
為
某
礎
」
　
（
前
同
一
九
六
〇
年
八
月
二
日
）
、
李
富
春
「
一
。
阿
挙
総
路
纏
的
紅
旗
継
続
前
進
」
（
「
紅
旗
」
一

　
九
六
〇
年
一
六
期
）
、
揚
嶺
「
農
業
是
国
氏
経
済
的
基
礎
」
（
「
人
民
日
報
「
一
一
九
六
〇
年
八
月
二
二
日
）
、
な
ど
。
な
お
策
農
主
義
理
論
の
吟
味

　
に
つ
い
て
は
、
鄭
克
生
「
不
能
用
承
農
主
義
学
派
的
観
点
来
説
明
農
業
是
国
民
経
済
基
礎
的
原
理
」
（
「
経
済
研
究
」
一
九
六
二
年
二
期
）
、
粟

　
聯
「
不
能
把
馬
克
思
主
義
的
観
点
説
成
是
電
農
主
義
的
観
点
」
（
『
経
済
研
究
』
一
九
六
三
年
四
期
）
が
あ
り
、
討
論
前
期
と
後
期
の
つ
な
が
り

　
を
つ
け
た
討
論
と
し
て
そ
の
意
味
は
大
き
い
と
考
え
る
、

（
１
５
）
　
　
　
「
杜
会
主
義
再
生
産
間
題
的
討
論
、
在
嚇
些
方
面
前
進
了
」
（
『
紅
旗
」
一
九
六
三
年
二
期
三
七
～
四
一
頁
）
を
参
照
。
な
お
、
後
期

　
討
論
の
経
過
は
「
北
京
部
分
経
済
工
作
者
理
論
工
作
者
座
談
如
何
進
一
止
少
研
究
貰
徹
以
農
業
為
基
礎
的
方
針
、
溌
展
授
業
生
産
間
題
」
　
（
「
経
済

　
研
究
」
一
九
六
二
年
一
二
期
）
、
「
南
京
経
済
学
会
学
術
討
論
会
綜
述
」
（
「
経
済
研
究
」
一
九
六
二
年
七
期
）
、
「
広
東
経
済
学
会
一
九
六
二
年
年

　
会
若
干
維
済
雌
論
閉
題
討
論
的
綜
述
」
（
∴
経
済
研
究
一
一
九
六
三
年
四
期
）
に
要
約
さ
れ
る
。

（
１
６
）
　
許
淋
新
論
文
「
経
済
研
究
一
一
九
六
二
年
一
二
期
、
一
～
一
つ
頁
。
な
お
同
氏
の
祉
会
主
義
再
生
産
に
つ
い
て
の
燕
本
視
点
は
、
　
「
諭
社

　
会
ヤ
義
的
阿
止
雌
」
（
『
人
民
日
綴
一
一
九
六
一
年
一
二
月
二
七
□
）
に
み
え
る
。
巾
黄
論
文
『
経
済
研
究
」
一
九
六
一
、
一
年
二
期
、
一
～
八
頁
、

　
な
お
同
閉
題
に
っ
い
て
は
、
許
仁
学
「
把
工
莱
支
緩
農
業
的
工
作
提
到
更
高
的
水
準
」
（
「
紅
旗
一
一
九
六
三
年
二
期
）
が
あ
る
。

（
１
７
）
　
許
淋
新
は
、
こ
の
論
点
を
、
マ
ル
ク
ス
一
、
資
本
論
一
嬉
六
篇
「
超
過
利
潤
の
地
代
へ
の
拡
形
」
、
箔
三
七
章
「
緒
約
」
の
た
か
の
一
節
に
よ
っ

　
て
補
っ
て
い
る
。
　
「
食
榊
の
生
産
は
彼
停
の
生
沽
の
、
お
よ
び
凡
ゆ
る
生
産
一
般
の
第
一
条
件
な
の
だ
か
ら
、
こ
の
生
帷
に
充
川
さ
れ
る
労
働
、

　
っ
ま
り
、
般
も
広
い
経
済
学
的
意
味
で
の
農
業
的
労
働
は
、
白
｛
に
さ
れ
う
る
企
労
働
時
間
が
直
接
的
生
雌
米
た
ち
の
た
め
の
食
糀
の
生
産
に
吸

　
　
中
国
国
民
経
済
の
発
展
過
程
目
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
九
　
（
二
一
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
一
号
）

二
二
〇
　
（
二
二
〇
）

　
収
さ
れ
な
い
よ
う
に
　
　
つ
ま
り
農
業
的
剰
余
労
働
し
た
が
っ
て
農
業
的
剰
余
生
産
物
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
　
　
多
産
的
で
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
、
さ
ら
に
展
開
す
れ
ば
、
杜
会
の
一
都
分
の
農
業
的
総
労
働
　
　
必
要
労
働
お
よ
び
剰
余
労
働
　
　
が
全
杜
会
の
た
め
、
し
た
が
っ
て
ま

　
た
非
農
業
的
労
働
者
の
た
め
の
、
必
要
食
糧
を
生
産
す
る
に
充
分
で
あ
る
こ
と
、
　
つ
ま
り
、
農
耕
民
と
工
業
者
と
の
問
の
こ
の
大
分
業
が
可

　
能
で
あ
り
、
ま
た
、
農
耕
民
の
う
ち
食
糠
を
生
産
す
る
者
と
原
料
を
生
産
す
る
者
と
の
問
の
分
業
も
可
能
で
あ
る
こ
と
〔
が
必
要
で
あ
る
〕
。
」

　
（
一
、
資
本
論
」
青
木
文
庫
、
第
二
一
分
冊
、
八
九
四
頁
）
。
こ
の
く
だ
り
を
中
心
と
す
る
論
点
に
は
、
薬
中
志
「
超
越
於
労
働
者
個
人
需
要
的
農

　
業
労
働
生
産
率
是
一
切
杜
会
的
基
礎
」
（
『
経
済
研
究
」
一
九
六
二
年
五
期
）
、
董
輔
祀
「
対
杜
会
主
義
制
度
下
必
要
労
働
和
剰
余
労
働
的
一
些

　
間
題
的
探
討
」
（
一
、
経
済
研
究
一
一
九
六
二
年
六
期
）
が
あ
る
。

（
１
８
）
　
「
農
業
が
国
民
経
済
発
展
に
お
い
て
基
礎
的
役
割
を
は
た
し
う
る
の
は
、
そ
れ
自
身
が
も
つ
特
徴
と
、
国
民
経
済
中
に
し
め
る
地
位
に
も

　
と
づ
き
、
農
業
が
労
働
力
の
再
生
産
に
必
要
な
基
本
的
な
生
活
資
料
の
提
供
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
も
づ
く
も
の
で
あ
る
。
国
民
絡
済
に
お

　
け
る
農
業
の
こ
の
基
礎
的
役
割
は
、
国
民
経
済
の
他
の
部
門
が
と
っ
て
か
わ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
」
　
（
中
黄
、
前
出
論
文
、
前
出
書
、
一
頁
）
。

（
１
９
し
　
「
工
業
な
と
で
働
か
さ
れ
、
白
立
的
に
農
業
か
ら
分
離
さ
れ
て
い
る
労
働
者
　
　
こ
れ
は
、
ス
テ
ユ
ァ
ー
ト
が
名
づ
け
て
い
う
一
、
自
出
な
手
』

　
で
あ
る
　
　
の
分
量
は
、
農
耕
労
働
者
が
み
ず
か
ら
消
費
す
る
以
上
に
生
産
す
る
農
業
生
産
物
の
分
最
に
ょ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う

　
こ
と
は
あ
ぎ
ら
か
で
あ
る
」
（
「
マ
ル
ク
ス
一
剰
余
伽
値
学
説
史
一
青
木
譜
店
、
第
一
分
冊
、
五
五
頁
）
に
援
州
さ
れ
て
許
樵
新
の
論
点
が
成
立
す
る
。

（
２
０
）
　
本
拙
諭
、
五
の
注
（
３
）
を
参
照
、
な
お
「
最
初
、
工
業
発
展
は
、
農
業
が
提
供
し
う
る
商
舳
食
搬
、
原
料
、
労
働
力
や
資
金
の
多
少
、

　
そ
れ
に
農
莱
が
提
供
し
う
る
市
場
の
い
か
ん
を
前
一
提
と
す
る
べ
ぎ
で
あ
る
と
の
み
認
識
し
て
い
た
が
、
っ
い
で
、
農
業
、
軽
工
業
、
重
工
業
の

　
順
序
で
綜
く
ｎ
平
衡
を
す
す
め
、
閑
民
絡
済
か
、
安
排
す
る
束
大
な
芯
義
を
認
識
す
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
一
歩
す
す
ん
で
、
工
業
の
発
灰
方
向
、

　
と
く
に
煎
工
業
の
発
灰
方
向
が
、
ま
ず
農
業
に
邦
仕
す
る
べ
ぎ
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
た
っ
し
た
。
」
（
蘇
星
前
山
「
祉
会
主
義
再
火
水
的
討
討
、

　
在
螂
些
方
而
前
巡
了
」
前
山
篶
、
三
七
頁
）
。

（
２
１
）
　
　
　
“
．
Ｈ
「
企
堂
く
上
＾
鋤
丁
大
辮
撲
業
」
（
「
紅
旗
」
一
九
六
〇
年
一
七
期
）
、
李
先
念
「
十
年
来
旧
家
附
政
上
的
偉
大
勝
利
」
　
（
『
人
民
□
報
」

　
一
九
五
九
年
九
月
二
八
目
）
、
お
よ
び
本
拙
諭
三
の
注
（
１
４
）
を
参
照
。

（
２
２
し
　
「
わ
れ
わ
れ
は
帝
国
主
義
、
柚
吋
主
義
に
固
く
反
対
し
、
榊
Ｎ
地
・
半
杣
｛
地
閑
家
を
掠
奪
し
、
圧
迫
す
る
こ
と
に
胴
く
反
対
す
る
、
わ

　
が
旧
の
閑
尺
経
済
の
溌
災
、
工
業
の
発
災
が
必
班
と
す
る
食
糊
、
測
食
舳
、
原
料
、
労
働
力
、
市
場
と
資
金
は
、
因
内
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
し
、
し
か
も
そ
れ
は
ま
っ
た
く
可
能
な
こ
と
で
あ
る
」
　
（
巾
煎
、
前
川
諭
文
、
前
山
誹
、
　
一
頁
）
。



（
２
３
）
　
本
拙
論
五
の
注
（
！
９
）
を
参
照
。

一
別
一
「
杜
会
鷲
制
度
の
而
で
杜
会
主
護
一
宕
徹
購
に
な
し
と
げ
、
ま
た
技
術
の
面
で
は
、
機
械
を
っ
か
つ
て
操
作
で
芝
活
や
解

を
す
べ
て
機
械
に
よ
一
て
操
作
す
る
よ
う
に
な
一
た
と
ぎ
、
は
じ
め
て
｛
は
、
杜
会
驚
の
様
禦
す
つ
か
り
着
た
め
叶
勺
こ
と
が
で
ぎ
る

の
で
あ
る
一
一
毛
沢
東
一
一
関
於
農
業
合
作
化
閉
竿
人
民
膿
杜
、
一
九
五
非
版
、
三
三
頁
、
邦
訣
前
川
「
讐
著
作
集
－
二
四
五
頁
一
。

一
警
王
鵬
「
論
重
工
業
対
農
溝
依
存
与
支
援
一
一
「
霧
研
究
二
九
六
二
年
一
〇
期
一
、
許
辛
学
、
前
出
「
把
工
業
支
驚
竿
作
提
到

　
更
高
的
水
平
」
を
参
照
。

一
２
・
一
李
緩
「
嵩
人
民
筆
統
一
濫
的
特
占
一
一
一
一
紅
旗
二
九
六
一
年
一
二
期
一
、
と
く
に
「
四
、
在
羊
革
轟
賢
詐
莚
撃

為
支
柱
・
荘
会
主
譲
貴
詐
無
繕
級
専
政
為
某
礎
的
竺
戦
纏
一
「
五
、
担
農
主
義
和
杜
会
主
義
鴨
階
常
雇
篇
統
一

　
戦
纏
」
を
参
照
、

雪
「
多
蓼
様
な
・
急
速
に
増
大
し
て
い
く
欲
望
を
か
か
え
た
広
大
萬
で
あ
る
巾
因
は
、
平
業
な
優
藷
に
震
さ
せ
な
が
ら
喜
繭

的
な
工
業
発
展
享
定
し
た
一
仁
－
む
か
£
女
尖
を
っ
く
り
だ
す
こ
と
を
必
要
と
し
て
い
る
。
一
一
前
竺
一
鷲
学
教
埜
目
一
第

　
三
分
冊
、
五
九
九
頁
。
傍
点
－
原
著
＊
）
。

一
警
こ
の
点
に
つ
い
て
は
・
以
下
差
照
・
徐
乗
文
「
杜
会
産
鵠
大
幾
鰯
分
和
縫
承
劃
分
鵠
係
一
一
一
大
公
報
二
九
六
二
年
一
、
万

三
〇
日
一
・
蘇
雇
「
杜
会
蓋
拡
奇
集
的
幾
個
腰
一
一
『
紅
旗
二
九
六
二
年
七
期
一
、
朱
兆
雅
「
従
祉
会
産
。
嵩
大
簸
鶴
祭
縫

馬
閑
係
一
一
「
訴
姓
二
九
六
二
年
八
刀
一
三
日
一
、
具
樹
青
「
塩
隼
商
於
杜
会
焦
両
大
戴
撃
説
養
祉
会
主
希
焦

中
適
川
襲
綱
魍
一
一
一
一
一
光
労
報
二
九
六
二
年
一
月
八
口
一
、
王
茱
「
関
箒
工
蒜
軽
工
蕃
分
襲
鵡
題
一
一
一
、
経
済
研
究
二

　
九
六
一
．
．
年
四
期
）
。

一
”
ニ
ル
ク
ニ
、
栗
諭
、
竿
一
繁
二
－
車
「
単
鷲
焦
一
、
第
二
一
葦
「
蓑
と
拡
奇
焦
一
、
一
一
、
木
文
塞
七
分
冊
一
、
お
よ
び

　
山
川
盛
太
郎
一
再
小
帷
地
秋
衣
犬
分
析
序
約
∴
箪
一
卓
「
単
純
吋
生
産
」
、
箪
二
班
「
払
振
再
生
産
」
を
参
照
、

一
３
・
一
レ
ー
・
一
ソ
「
い
わ
ゆ
希
嵩
魎
に
っ
い
て
一
一
邦
た
、
レ
ー
一
ソ
黍
一
大
月
訟
、
店
警
巻
八
三
頁
、
お
よ
び
七
三
～
八
蓋
一
、
介
一

　
た
め
、
レ
ー
ニ
ソ
の
腔
閉
の
総
緒
で
あ
る
衣
を
し
め
し
て
お
く
。

中
因
因
民
経
済
の
発
，
岐
逃
程
↑
（
松
野
）

一
三
一
　
（
二
一
二
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
一
号
）

二
二
二
　
（
二
二
二
）

汽
縁
十
溜
ｅ
汁
＆
ｅ
青

一
ま
灘
↓
溜
ｅ
汁
き
ｅ
青

騨
斗
瀬

黒
↓
藻

ま

灘

半

鴻

陣
ル
書

講
心
ｒ

酔

き
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ざ
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ざ

描
Ｈ
令
涛

Ｈ
○
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Ｈ
○
○

一
Ｈ
○
○

一
〇
〇

溝
い
令
照

亡
ｍ
○

■
－
．
畠

讐
◎
○
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〇
岬

・
。
ｂ
べ
○

Ｈ
Ｏ
Ｎ

り
忘
○

Ｈ
◎
べ
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…
。
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令
屏
一

岩
閉
ｏ

Ｈ
８
．
富

讐
ｍ
○

一
〇
べ
．
岬

・
。
忘
仁

Ｈ
◎
｛

一
０
８
仁
　
　
１

Ｈ
ご

溝
仁
争
照
一

｛
彗
×

お
ｏ

．
べ

仁
り
◎

Ｈ
Ｏ
ｏ
．
閉

・
。
一
Ｈ
富

Ｈ
Ｏ
ｏ

Ｈ
９
・
。
Ｎ
・
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×

旨
○

■

，

■

－
　
　
　
　
１
　
■
　
■

ク

　
　
　
　
　
罰
董
〔
ご
ニ
ウ
ま
嘩
↓
溜
Ｏ
汁
淳
ｅ
一
７
黒
↓
薄
戸
乞
○
〇
二
菖
〇
一
一
ｂ
○
ド
Ｈ
８
戸
基
誉
童
サ
一
〇
〇
．
９

　
　
　
　
　
一
８
少
Ｈ
０
９
・
。
一
Ｈ
鼻
Ｏ
～
洋
ぴ
凶
！
謙
響
〔
再
綜
Ｏ
洋
ぐ
！
叶
斗
ダ

（
３
１
）
　
さ
ぎ
に
の
べ
た
よ
う
に
、
杜
会
主
義
再
生
産
は
討
論
の
一
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。
楊
堅
白
「
試
繍
農
業
、
軽
工
業
、
策
工
業
比
例
和
消
費
、

　
棲
累
比
例
之
閉
的
内
在
聯
系
」
へ
「
経
済
研
究
二
一
九
六
一
年
一
二
期
、
　
一
九
六
二
年
一
期
」
、
劉
詩
白
「
関
於
簡
単
再
生
雌
和
拡
大
再
生
産
的

　
幾
個
閉
魑
的
探
討
」
、
劉
国
光
「
関
於
杜
会
主
義
再
生
産
比
例
和
速
度
的
数
量
関
係
的
初
歩
探
討
」
　
（
と
も
に
『
経
済
研
究
」
一
一
九
六
二
年
四

　
期
）
、
宋
則
行
「
関
於
杜
会
小
産
両
大
椰
類
之
間
数
最
閑
係
的
幾
個
閉
魎
」
（
－
経
済
研
究
一
一
九
六
二
年
八
期
）
、
李
学
竹
「
我
旧
維
済
学
界
近

　
一
年
来
閑
於
杜
会
ヤ
義
再
上
雌
的
討
論
」
（
「
経
済
研
究
一
一
九
六
三
年
一
期
）
、
董
輔
秘
「
従
杜
会
脈
。
…
生
産
和
利
川
統
一
的
角
度
探
索
馬
克

　
忠
町
上
産
公
式
具
体
化
閉
題
」
二
経
済
研
究
」
一
九
六
三
年
三
期
）
な
ど
が
お
る
。

（
３
２
）
　
さ
し
づ
め
、
平
野
絢
子
「
集
団
的
企
業
の
下
に
お
け
る
農
業
火
雌
力
構
逃
の
笈
化
と
拡
人
抑
小
雌
方
式
」
∴
一
．
一
山
学
八
ム
雑
泌
、
第
五
五
巻

　
嫡
六
サ
）
　
「
巾
岡
に
お
げ
る
農
業
小
産
力
構
造
と
そ
の
変
化
」
　
（
ア
ジ
ァ
経
済
研
究
所
、
中
旧
絆
沽
推
腿
の
統
計
的
研
究
二
■
）
が
、
こ
の
作

　
業
の
肺
提
と
な
り
う
る
。

（
３
３
）
　
杉
野
刎
夫
「
巾
旧
農
業
の
機
械
化
閉
魎
」
（
「
経
済
学
雑
帖
一
策
四
一
、
一
巻
第
川
丹
）
、
た
お
、
農
茉
の
火
破
的
役
剖
を
ふ
ま
え
た
所
諭
の
代

　
衣
と
し
て
、
王
光
帷
「
微
極
地
穏
歩
地
進
行
農
業
抜
術
改
革
」
、
左
湖
「
農
災
宛
気
化
的
幾
仙
…
…
魍
」
　
（
と
も
に
「
経
済
研
究
」
一
九
六
三
年

　
三
期
）
が
お
る
。

（
３
４
）
　
「
祉
ヘ
ム
乍
義
旧
の
共
陸
党
、
労
働
者
党
の
竹
∴
」
　
（
一
九
五
ヒ
年
一
一
月
、
　
、
共
席
党
竹
青
一
角
川
文
咋
）
を
参
照
。

（
３
５
Ｊ
　
前
…
　
維
済
学
教
科
諜
．
一
箪
川
分
冊
）
第
．
、
．
六
班
「
礼
ヘ
ム
ｔ
放
世
界
継
沽
体
制
」
、
ス
テ
フ
ア
ソ
．
エ
ソ
ド
リ
ホ
フ
ス
キ
ー
「
社
会
主
義
的

　
岡
際
分
業
の
経
済
的
効
率
」
（
『
平
和
と
礼
八
ム
、
炎
の
淋
閉
魍
」
一
九
六
一
、
一
年
三
壮
）
を
参
照
、


